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大 阪 港 修 築 計 霊

塀 威 夫

日本再建の費動期に於て港湾の果す使命の重要

なるは論十るまでもない。殊に大限市を中必とす

る河内平野一帯に渉る産業カ旺盛なピンクーラン

ドと運輸交通網瀬戸内海を含む商甫日本の勢力闘

と併せ、九州! の動力源に恵まれてゐる大医港はそ

の地理的優位性，と経済的卓抜性とを基盤主として、

戦前我廼三大貿易港のーっとして取扱貨物量年間

三千蔦噸債絡六十四億固さを圏第一位の港勢を誇っ

てい? こ。か〉る大医港が如何に再起活躍するかは

直接にも間接lこも日本控済に影響する成至大であ

って、英の復興tこは重大な・る開心が銚はれてゐ

る。昭和二十二年六月二十五日港趨委員曾に於て

終段後唯一最大の港湾計霊でゐる釜期的な大医港

の復興修築計査が決定されTこ。今日の如き敗駿と

云 う 悪 僚 件 下 iこも拘ら今敢へて斯る大計壷が審議

立案され? このは放鞍の結果に依る圏土喪失に伴ふ

圏内安源、の減少及び在外邦人引揚による閣内人口

増加による園民生必物資の海外依存度の増大等こ

れがｾ英の取扱門戸として港湾の改良は緊念を要

する問題であって特に大限港 lこ封しでは園家的見

地に於て日本再建の震復興建設が焦眉の念を要す
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るものとする閣象的到断に芸まくものであって、工

事の早期完成こそ、この園家経済上の要請tこ際へ

る事になるのであって、計重責現に市の全努力者と

傾注すべきであると痛感している。港趨委員舎の

決定に .よる計援の概要は次の通りであるの

CA) 復興計霊目標は昭和二十七年を以て第一戎

的には日本の園民生活が日本にゆるされfこる園民

生活水準( 昭和五年) ｾ二回復する目途 ｴ こ於て大阪

港を中心とする港湾経由貨物量を二千二百寓噸と

推定し、第二次的には、夏i二将来日本が平和国家

として濁立し生活水準も向上するものと想定して

其の取戯貨物量が昭和三十二年に於て年間三千寓

噸になるものと推定しに。

CB) 前項の計霊目標に遁合せしめる認の港湾計

笠綿の決定l二嘗つては在来大限港の欠点として畢

げられている次の諸点。

C  1  ) 大医港が既成都市 iこ港湾を附麗しTこ形を

とっfこ震従来の修築計霊は外務に延び都市中

心より隔離される結果となり後方蓮絡及ぴ小

運進上極めて不経済でゐつ? こ。

く2 ) 港が外海に突出せる潟多期の季節風に暴

露し船舶の港内碇泊の安全を欠き沖荷役不能

となる日教が多い。

く3 ) 昭和五年以降に起つTこ地盤沈下は臨港地

帯ー闘の低地帯を形成し震に再三高潮水害を



草食ち、2 f - 常時に於て

も大雨、商寄張風時

には各所に浸水被害

を生十る* 況で港濁

謹善寺上極めて重大な

る悪影響を被ってい

L、Tこ。

を是正し安全迅速低廉な

る荷役を目主主どして大限

捲の特色である市内河川

の港湾荷役能率上に占め

×  る位置をも併せ考慮し7K

蓮利イ更をー屠助長琵達せ

しめる震従来の外務突出

修築方針をこの際放楽し

て後脊地の焼土化し? こ現

在の披曾に於て市内を貫

流する疋蓮寺) I1 、安治川、

尻無川を鎖幅し龍域として之を内港化する。

( む〉具体的計笠規模のさ三なるものは戎の通りで

' ( 1) 安治川下流約二千米を幅員五百米に摘幅

L7K深八・主米以上に波諜する。

( 2 ) 尻無川下流を幅員三百米乃至四百米tこ摘

幅すると共に大正直を掘込み新な港域を設vt

71 ¥深五・王米以上に後諜するの

く3 ) 正蓮寺川下流を幅員百米乃至二百五十米

tこ損幅し、 71 ¥深四米以上に・凌諜すると同時に

北港水域を水深七・王米以上に法諜し必要な

泊地を設Wる。

( 4 ) 前記河川港域連絡の潟既設運河の描幅又

は新設をする。

く5 ) 波諜土を以て埠頭低地帯を地揚する。

( .6  ) 既設の貯木場を大和)11 ロに移縛整理す

る。

( 7 ) 上屋、倉庫、荷役機械、道路等の陸上設

備を逐次整備する。

γ

¥

 主ｾ‘

斯くして竣成し? こ大医港は、これを外国貿易港恵、

内閣貿易港区及び工業港置として統一、運後利用

上に遺憾なきを期してゐる。

( D )  J比の工事は現在の経済及び祉曾情勢を考慮

して一際総てを仮施設とし、先づ既設# 備の回

復を計ると共iこ、逐次貨献をと勘案し乍ら、可及的

速かに竣功するもので昭和ご十二年以降十ヶ年

織続事業とし、工費約十億国を見積ってゐる。

以上が港濁改善としての大医穐修築計霊の概要で

あって、本計霊は大阪の商工業が大医港を大なら

しめ? こる過去の事責 iこ基き、飽〈迄も、経済的要

素・を基本保件として、巌平野周到なる研究の結果立

案され? こものであって計霊の内容に於ても弾力性

あるものとして、絡に見る計霊ではなく、此の計

笠に依る大阪港の出現が大阪産業の震に廷では日

本経済再建の震にも必要なりとの堅い信念を持つ

てゐる。

( 筆者は大阪市港湾屑長〉
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大阪市と六三制施設

村 島 彰

敗戦後劃期的な教育制度として六・三制義務敬

育制度と、敬育委員合制度主が出来? こが、この六・

三制施設は小皐校tこ付ては二十一年度より賓施き

れながらも、新制中皐に劃しては二十二年度後宇

期よ b初めて貨施される運びと怒り、二十三年度

は小事校と新制中事を合して六・三制一本の致算

として議舎を遁過しゃうや〈本格的な軌道i二乗り

出すことになっTこ。

この六・三制敬育制度による皐校建設事業は公

共事業であって事業費の約字額は図庫負擦による

が磁額は財源を各府県菜、地方公共国体の起債tこ求

めるｾ現今のやうな地方財政の窮迫欣態に於ては

その資金調達に非常な苦心が錦はれてゐる。或は

六・三制富範又は六・三制貯金等の手段もとられ

ながら倫診察貯金t二於けるやうな 1 0 0 %以上の好

成積を牧、める事は却キ困難であって、調達の完遂

が危ぶまれてゐる。この様な有様では文化圏家建

設を唯一の使命とする六・三制でありながら函民

の自費が未Tゴ充分とは云へす・校舎施設の完成年度

は逐次遅れるのではないかと心配されて居る。

こ、 lこは財政的存方面をーまづおいて建設方面

のことで大医市 i二於げる特殊事情と陸路とを概括

的にひろひあげセ見ょうと思ふ。

六・三制の完成目標一一小皐校六年制、新制中

率三年制が義務教育となっ? こことはこれ迄の六年

制義務数育に比較して三年間の延長であり、之は

鞍前義務数育八年制をとなへられ? こ事もあるが軍

図的野墜を敢てして、図カ疲弊し7こ現在としては

余り に、も大きな財政的負権となってゐる。

完成目標としては、建物に就いては小事校一校

の平均児童数を理想的に 1200名、一敬室牧容数を

40名と考へて30数室を必要とし、之に特別教室管

理諸室を見込み約十数室分を合して計40数室と講

堂を含んで居 り、校地面積は大限市では三千坪をと

目標として努力してゐる。〈現在は千五百坪程度〉

之に封して新制中撃は小皐校二校の児童を牧容

するものとして、児童数1200名、普通数室30、特別

教 室10、管理諾室4 - 5教室分講堂を含めて、校地面

積5000坪を貝槙として居る。之れでも文部省案の

一入賞り校地面積15坪には逢に及ばないのである

事業貧施目標としては、

第 一lこ新制中皐 22年度は第一事年牧容} 普通

23年度は第二 "  > 敬室

24年度は第三 "  J のみ

25. 26年度に他の設備と充賞する議定であっTこが、

貧施の成績に於ては、 23年度工事の完成に依り第

二著書年迄の牟数程度しか牧容出来ないえ犬況であっ

て多数の皐校で二部数授を余儀な〈される語であ

り、完成年度はさらに遅れる様な見込である。

第二、小謬校、主として鞍災小泉校i二割してのみ

東 洋 建 築 株 式 曾 枇

( 奮東洋木材株式曾枇土建部)

専 務 取 締 役 赤 松 修

本 位 大限市南直心事者橋筋一丁目ー←八番屋敷〈大丸六階〉

電話南 ( 75) 2347- 2349番

東京支底 東 京 都 千 代 田 直 丸 ノ 内 ピ ル 四 O 三 競

電 話 丸 ノ 内 3 2 5 1 番
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21. 22年度は復蓄が行なはれ? こが、本年からは大限

の特殊事情iこ依り、特に入口の校集し? こ地J l [ では

非致災校舎にも扶況に依り増築を認められ? こ。旭

直清水、東住吉区桑津小皐校等がその例である。

六・三制の用地確保一一

校舎建設についての用地確保はこの六・三制の一

つの臨路になってゐる。政府は用地費として22年

度の如きは農地法に依る土地強制買上げと同ーの

箪債を以て橡算を計上し? こ。即ち坪三国五拾箆で

あり、大限市内でかやうな寅牧安は恐ら〈ナンセ

シスに過ぎない。をのｾ特別な起債の許可を経済

安定本部、建設省、大競省なさ1こ陳情してなんと

か息をつないでゐる有様である。

次に問題となるのは農地法との低縄がある。市

周準地産、東住吉、住吉、生野、阿倍野、旭、東

淀川、商淀川 W.等で、現在人口籾械ではあるが牧

容施設の少ない所では止むな〈新制中撃の新しい

敷地を求めることとなり、農地が謹ばれる場合に

起る問題であって之は双方に云ひ分もあらうが、

この解決が遅れる.I-需に 22年度には一校舎も新設出

燕なかっ7こ直も生じ? こ。農地を先とすべきか、校

舎用地を主とすべきか、農地委員舎の決定に依つ

てのみ解決出来るわけで遁嘗な場所に5000坪とい

ふ敷地の確保は今後盆キ容易でな〈なる tものと預

想される。

ずてに地主の承認を得られでも小作入への雑作料

の問題の解決も難しい、か〈て苦心の末選ばれた

新 じ い 設 計 と 施 工

敷地でも、低漁地であったり、地盤弱ミ、排水に

不便であったり、電気7.)( 遣を引込U ' I二不慢であっ

? こり、叉は戦災地、休沼地等で高低障害担2 l b>多か

ったりして建築 iこ非常な不利を来してゐる事が多

いのである。備産制整理事業地直内 D 用地につい

ては換地孜表を待てばよいが、待つ D が出来ない

場合には地主の土地使用承諾婁によりからうじて

一部用地を使用建設しなければならない。

六・三制と資材一一一

資金、用地の確保についで建設資材の裏付げが必

要となる。 22年度新制中皐の工事は年度後宇に決

定せられに閥係上安本の資材割官計霊の - R窓枠外

にあっ? こ潟、資材の調達に難点が生じて、全般的

に見て4 2 %程度の裏付11 といふ了解の下に施工さ

れ? こが、之もいかなる材料に幾% といふ確定的な

ものでな〈、又支給され? こ資材笹l宮の賓際確定が

事業資施期と今ヶ年程ズレを生じ事業の進捗の上

に大きな支障となっ仁。 23年度は約8 0 %の裏付を

努力するとの文部省側の保詮であるが、之も先般

来の各地の風水害、幅井の大地震等の天災が起き

ると、一番初めにねらはれるのが六・三•. ｾｊ の資金

資材であり、此の点文化圏家を標携する園の指導

者の考へ方から切り替へる必要があらう。

公共事業としては住宅、港湾、都市計霊等の分

野に於ては充分なる資材の裏付けがあるに不閥、

六・三制施設のみは2 0 %の闇資材に額れと云はね

ばかりの欣態にあり、この点新しい数育零員舎の

関 西 建 築 工 業 株 式 曾 枇

取締役枇長
山 澄 忠 三 郎

大 阪 市 北 亙 絹 笠 町 大 江 ピ ル

電 話 堀 川r ( 35) 四 七 三 番
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大いなる努力を期待するものである。

六・三制施設の企剣一一

大阪市に於ては敬育局〈今後は数育委員合事務局〉

1こ於て各翠校の見・童数、増加致、通率直域其他各

種の統計ーを参考として普通敬呈数を算出してゐ

る。 23年度も約 750 教室新設の計査が安本、文部

省、府等の検定tこより議定の% 程度ではあるが、

500数室建設の認可があっ? このでその建設につい

ては資金、用地等の面よ b考へて 3月末迄に 1 0 0 %

完迭を目標 iこ目下努力中である。本事業の困難な

る点は他の都市計釜事業の如き糧組事業でな〈年

聞の打切り事業である詩( 各四学期ごとで坪数、

安金等を制限される。〉年度間 iこ完成させる必要上

年度内の竣工見込みのないときは議算を返上せね

ばならす・是非共他の公共事業と同様に穂積事業と

して考慮され? こいものである。

六・三制の建築一一

校舎建築は文部省で企劃されに標準築によれば、

小事校では敬呈5. 5米 x 1 0米、新制中皐6. 0米 X 1 0

米、廊下巾 2 米にて教室廊下側は窓を設りぬ事に

なってゐるが、大限市では色々の事情から 7. 2米 X

9. 0米の型を標準型として採用してゐる。備焼跡

tこて前の校舎の基礎ある場合は之を利用して6. 8

米 x 9. 0 米の型も採用してゐる。廊下巾は新型は

2 米、奮基礎のある場合は 2. 3 米程度を用ひてゐ

る。 22年度は強算の関係上全部平家建で統一し? こ

が、本年は二階建、: z p 家建両方とも用ひ、外部は

ベシキ塗、五はプレスのか、っ? こ原型スレート、

廊下もコンクリート打ちとし? こ。之は昨年度に比

較しでかなり良〈なつTこわげで、議算の許す限 b

一年毎に完全な型式iこ蛮展して行〈ものと考へて

ゐる。

倫消防法施行に伴ひ、泊、防自動車の遁絡を考慮、

し足洗ひ場を設備レ泊、火' 栓を設け、数量聞の隔壁

は 2 数室ごとに屋根裏迄塗り込t J 等防火上有効な

掛置を講じてゐる。 TこちJ 運動場の整地については

その費用が換算上充分でないので新設校舎につい

ては校下の方の御援助をお願ひしてゐる紋態であ

る。叉現在では門、塀等についてもお粗末なもの

であり、特別敬室、倉庫、講堂等の施設はな〈運

動器具も一切無いのであって、かやうな必要の施

設を充質して行〈のは倫今後四・五年を要するの

では無いかと息、はれる。

ともあれ新し〈褒足し? こ六・三制を守りその校

舎施設を完備させるのが私達の唯一の願ひであ

り、民主日本の向＼～ｾ指標ではなからうか。

( 筆者は大阪市建築局第二建築採技師〉

。元禄の埋立工事 o

延賢二年六月〈西暦1674年〉の淀川の大洪水の

結果は元臓の治水工事 ( 1688- 1703) となり、か

の河村瑞賢の計霊に従って安治川の開盤、堂島川

の改修、吹いで堀江J ! I ' の開撃と、ぞれらの商岸の

埋立が完迭され、今日の大限の地盤をつ〈つTこ。

これぞ『轄踊ｾ幅』というべきでゐる。

管 業 品 目

朝日波形見レート

" 小 平 板

N 石 綿 煙 突

" 厚形見レート

朝日スレ/ ート株式曾枇

大阪工揚大飯府中河内郡知美村松山町 大阪管業所・大阪市北直曾根崎上ーノ二八

電話東住吉 1518 ・2046・326 喧 伝 姻 JII 2 7 0 7 ・2 0 5 4

和歌山出張所和歌山市小松原混 F 八丁目六・陣 穏 7 6 9

本 社東京都中央豆銀座七丁目三番地〈朝日ピメ〉 電路銀座 ‘2090・7456

横波ヱ揚横潰市鶴見直鶴見町四セO 電際 2175 ・2285 ・2939 ・4373 ・4890

名古屋工揚，名古屋市中川区富船町四ノー電話本局 2 6 9 向山工場 岡山勝浅口郡玉島町電館豆島524

門司工場門司市田之滞昭和町電昔舌 2 M9 ・2483 ・2863 札幌エ揚札脇郡白石村電館札幌 5685

熊本工場熊本勝下盆城郡賞尾村 金 書 革 工 場 金 津 市 荒 町 一 丁 目 四 六

右 左 府 石 綿 童 画 山 沙 流 郡 日 高 村 官E 昔昔日高 5
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復興公園計霊について

揖 西 貞 雄

大阪の復興公園計笠については、都市計霊地圃

も出ている ので、一般によ 〈知られていると 思 う

から、極〈簡単に書いておい大阪市の都市計笠

公園は昭和22年 1 月に決定され、復興直制整理直

域の約1 0 %と英れ以外を含んで、約247高坪、大限

城公園の約50蔦坪を始めとして、 112箇所である。

堺市も同時に決定し、線、計約 126高坪である。

今、之の賓現への歩を進めているわけである

が、いろいろな問題が立ちふさがって、閤維な歩

みである。一般の復興の最初の問題は土地の問題

である。住宅では、地債の高いことや、自作農創

設との開係で、土地を捜すのに大わらわである。

直 勤l整理はそのま〉土地問題である。公園計笠の

賓現も全〈土地問題といっていい。以前から公園

は土地さへ取ることが出来れば、事業の大部分は

格つにものと考へられている。復興計霊の公園用

地は、 E支割整理により約その字分を、斑りを買牧

によって取得されることになっているの1: が、そ

の直制整理の直域が次第に縮少されるし、土地の

買牧については、用地授は圏からも、都市からも

なかなが出さうじない。ぞこで、夜剖整理で容易

に取り得る小公園は出来るが、文公園は後にのこ

されることになる。しかし、計霊はペーパープラ

ンに格らせに〈忽い。

元軍用地の固有財産を何とか無償で借りられる

やう固有財産法をかへる。或は、公園言十霊地に民

間の運動場を特許するやうな手段を考へる等あ ら

ゆる可能な手段をつ〈される。何よりも 、都市計

霊法そのものが新 し〈改正され、計笠されにもの

が遁確に貰現 されるやう強力になることをのぞ・み

?唱し、。

その聞に 、計霊地に建築が立つ、耳炎前は一般の

公園計霊地では全 t 建築を制限して来ナこのである

が、鞍後は2丘〈事業にか〉るもの以外は、仮設建

築物は許可している。公園事業の際は、撤去する

と一札入っているが、之は相嘗な障害になってい

る。最も多〈建築されているのは扇町公園計寒地

であって昨年10月に計霊地の70; 杉は既に建築敷地

となっている。大阪の特色として、河府ひに計笠

し? こ公園も、道頓掘の如き、 8 0 %は建物でおlまわ

れ? こ。用地問題の次に建築制限が重要な問題とな

って t る。

ヨたは、公園築迭の面を書かう。幸ひ、昭和二十三

年度から、公共; 2 ; 地整備事業と云ふ名のもと iこ、

僅か Ｑｾ がら国庫補助が出るやうになり、文部省か

らも体育施設として少々園庫補助が出て .10- 1) 、建

設の菌も少 しづっ・進みつつある。先tこ公園は用地

さへ取得されれば出来fこやうなもの Tごと云つ? こ

が、事業費の点から云つでも、児童公閣は遊戯官界

優秀ナ技術ト設備テ
大丸特製の

誇ル大丸へ

ペ ニ ジ ャ ン

プ ラ イ ン ド

主 主 駐 軍 納 入 家 具 特 徴

室 内 装 飾 設 計 施 工 取 付 簡 易

草 輔 内 部 工 事 一 般 開 閉 任 意

庖舗住宅改造設計施工 傾 斜 自 在

φ 弐-+- - h 大 … it JlI;r+Jl T  I  

曾fr 穴 苅 木 工 廠 大 限 定 釜 姉 析A 1t s，; . ω t  J  J  

)!I 干平工場丈zε 巾 私 町 1I  2. t 皐r H) J ，." 

市周工 r寄港E 市周芳亀 事 務町 ( S" ) l ・@令

" i 事者t 将軍_tf; J <. ; ' Ucff. t. RJ 四町， :;:，昨 :;i 2 2 6 8  
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具をおいて坪嘗り 240 囲程度で仕上げると

云ふのi " : から、用地をもし買牧するとなる

と用地聖堂の方がすっと大弓〈なる。事業賓

の点から云つでも公園は先づ土地問題から

と云ふことになる。

さで、さ' のやうな公園を遣ればよいか と

云ふこと亡が、先づ取敢へす・利用出来る? こ

めの最小の施設をして、出来る? ゴけ多〈つ

くることである。野球が出来る程度の廃

場、プランコ等二三の遊戯器具と 7k春場 を

もっ? こ児童遊園、僅かの甜木、出来れば便

所があれば、充分な公園である。利用の点

から云へば、今は施封i二心配はいらない。

蓮劃揚が少いので、賓 i二よ 4使用される。

大公園 tこついては更に別のものがそれぞれ

考へられるが、現在は愛用のかげられない

点は同じ ，である。エ受の点からでな〈と

も、今後の公園は単純なそしてもっとゆっ

?こ b としにものでな〈ではならないであら

う@先日、アメ P カの園立公園局の進国家

チャーレス、 A 、リッチーが来Tこ際、現在

の白木の都市公園 tこついて感想を求め7ことき、r.=.

つのことが云へる。一つはもっと数多〈つ《るこ

と、今一つは現在の公園から雑多なものを取りさ

ること。」と云ふ意味のことを話し? こ。勿論、運動

公園、近隣公園、見童公園等種類によって、その

内容も異るが大し? こ面積もない所tこ、美術館、蓮

動場、動物園、野外劇場と雑然としていて、設つ

? こ所に道路とわづかな植込と云.つ? こ公園はもう困

りものである。 Tこi " : 、大医域や中の島公園のやう

t二親光客を針象としにものがあるので、之は遣っ

Tこ考へ方をしな〈てはいけないであらう。

とにか〈、験後復興計霊として、雪崩期的な公園

居

間

一

商

問

一

松

時

由

…A

M

木

一

装

~
一

と

一

船

一墨…

大 阪 市 北 区 老 松 町 二 丁 目 十 八

電 話 堀 川I ( 35) 二 三 五 五 番
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大 阪 市 の 地 域

計霊がなされ? こが、之の完成も経済的な復興がな

され、市民の文化の程度が高まるととも i二進 tr

ものであらう。私は、公園計霊地 i二次第 tこ家が立

甫藤伊ちその? こめに公園の賓現がおそ〈なる事に謝して

は、大して悲概は していない。な せ' なら 、 そのTこ

め市民生活の復興がなされ、公園復興の変現の祉

大阪市に於ては、昨昭和22年 11月29 日iこ鞍災後

築物法の第一僚に謂 う住居地域、商業地域、工業

の新らしい地域が指定せられに。即ち、市街地建

地域なぜの地域であって、その配置は別園のi l l ! l J

である。

曾的な基盤誌をつ〈ることになるのてから。 Tこ亡、

我# として、一零困ることは、公園に撃すして理解

が少いことである。大阪では、商庖街を造ること

は大賛成であるが、公園はおことわりといつに話

が多い。公闘をつ〈ると街がさびれると云ふの亡。

叉、公園は大いに結構亡が、自分の近 uごりやめ
之に就いて設明する前に、一陰地域というもの

〉意義、つまり地域というものは都市計霊にさ' う

いう役割l を果すものであるか、ということを述べ

てみようと思おそれには先づ、都市計笠を方法

て〈 れ k 云五、のが多い。l i ! [ 劃整理でとる小企園一

っさ へ中身問題 となる。 公園や街路は、空気 と同

じことで、きて出来て終ふと 、ないとき の苦 しみ

がわからない。我# としても、出来る? ゴり、人身
論的に考えてみる必要がある。

今此民主に、白紙の土地があるとする。英E色に都
に利用されるやうな公闘をつ( . l J . ，こいと考へてい

市を生もうとする場合、先づ我キは都市琵展の方

則を知らねばならない。言 5迄もないと思うが、

何庭の世界に於ても都市整展の原動力となるもの

る。あらゆる面の人身の公園に劉ザる理解を期待

する。或は、アメリカのま日〈、公園の管理を公園

委員舎にまかせることも、一般の認識に封する助

t 1 となるかも知れない。之は、又、今後の問題で

あらう。( 筆者は大阪府土木部骨十蜜際技師〉

はヱ業でゐる。特に我閣に於てはよ更に大阪市に

於てはその最もなものと脅えよう。

そこで、都市を生む最初の手は、工業地帯を遺

ることでゐる。都市計霊とす p と、工業地の造成

である。つまり、奥えられTこ土地の一部に、誼切

な位置を遺ぷと共 iこ、港湾、畿道、道路、上下水

道なさ' 、工業に必要な諸施設を計重し、之を賞施

方々畢術曾譲曾員選事結果女

我閣の皐術体制刷新を推進するにめ此の支設置

せられ? 二日本事柄合議の合員は去る 12月2υ 日に謹

傘せられ? こが、本舎の推薦候補者中の賞選者は、

( 全圏直〉岸面白出刀元坂静雄の同君〈地方直〉

大坪喜久太郎( 北海道〉末松祭〈中園、四闘〉の

両君であっTこ。
しその上に整地、亘書智l割によって工場敷地が造成

枇

補修工事一般

曾式株

• 墨表及材料一式

業興塁

• 聾

阪

四

落

町

町

町

三

牧

市

幡

町

村

工

面

・木

古

八

大

箕

郡

郡

高

郡

槻

内

包

島

4

d

堂

能

河

蒲

斑

豊

市

南

レ

L

M

膚

国

恥

ゴ

府

府

市

田

Z

阪

阪

阪

空

大

大

池

大

滋

本社営業所

第 一 工 場

第 二 工 場

第 三 工 場

第 四 工 場

大
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え

民

都

市

計

忌

地

域

国

せられる。此虞に、計愛者の

頭に一種のヱ業地域が想定せ

次いで、この工業地帯に工

人口が増加して来ることを想

場が集中し、生産が! . i l t となり、

定しつ〉、ぞれ等市民の消費

生活の計霊として、一種の佐

交通、居住地の貨物の便、子

乍ら、計章者は工業地帯との

居地域をその土地の上に考え

そういつに観点から、道路や

診療施設なぜの公共施設の配

容1] 1 こ至る迄の種# の計査が樹

置から個# の住宅敷地の直勤j

てられ、事業化せられてい〈

供の迫撃、住居の衛生安卒、

公園や遊歩道、或は庄舗街、

られるのである。

のである。

同様に、事務中心地、松楽街

というものは、都市生活に必要な公共の諸施設のなさ' の一種の商業地域的な直域が頭の中で選定さ

配置計重であり、之を賓現してい〈のは都市自治れて始めて、それに必要な諸施設が計重される。

体の事業なのでiある。

ところが、個々の敷地というものは個人所有の

此庭迄の計霊が所謂都市計霊である。細か t二分

η れば、港漕計霊あり、交通機関の計霊あり、道

路運河の計重、直割割計霊、上下水遺書輩、贋場

や公園配置、時lこは墓地や塵挨慮理場、善要校など

ものであり、そこに建てられる建物とその内容は

そこに都市の「生きもの』と個人のものである。

言はれる所以がある。従って都市計撃の国賊きがの配置迄計壷をされるのである。つまり都市計霊

大限115南直雛波野f地 六 番了

電 話 南 ( 75) 1513- 15主8覇 軍 簾 飾 郡事G野

家具、窓樹、敷物、電灯器具

室 内 装 飾 設 計 施 工

車 駒 内 部 装 備 設 計 施 工

船舶内部装飾遺作設計施工

底舗、住宅改造製作設計施工

名古屋・庚島・丸色・別府・熊本・諸問

10 
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長々しい前置iこTょっTこが、扱、大医市の地域の
あるのである。計笠者が工場地帯を想定しf ことこ

説 明であ る。大限市は既に大正14年から地域が指
ろが住宅地になって しま っ? こり、住宅地 と恩、って

定せられてい? こが、理由書 lこある如〈大医市は「鞍
いるところに工場が軒を連ね f こり、又所謂高額な

災に遁ひ、今や新Tこな都市 として更生の緒にあり
住宅地、つまり非常に環境のよい猫立住宅地と恩

この機に於て従来の諸種の都市的訣陥を剃除 し封
う土地が長屋の平詩集地に化すという意表外が犀#

建的性格を梯拭する新Tこな計笠が必要とせられ、
あり得るわり1: 。ぞうなると、いかに綿需に計壷

既に道路、公園の計壷決定を見? こので」それ迄の

地域を廃止 し官官置の様な新地域配置を決定 し?こ の

であって、その計霊方針として次の様な諸点が摘

され? こ諸施設も無意味となり、時には甚忙しい組

臨を来すという 、之又意表外の結果を生十る場合

もあるわけである。例えば、住宅地の想定にょっ

記されるのである 。

1 . 大限工業港の修築計霊に従ひその臨港地帯と

てなされに道路計重量が 、意外や工場が建つ? こ fこめ

にトラックの通行や、職工の通勤の? こめ tこ狭監と

なり、或はある人口を想定し Tこ土地が恩はぬ平野住 紳 崎 川 沿 岸 iこ1- 2粁の厚さの二大集園の工業地境

をとる。之は従来の工業地域の様な雑然? こるもの地となっ? こ? こめに、皐校その他の諸施設が足 h な

でな，い純粋な工業地帯を想定してゐるので、面積〈なるといつに具合 lこ、前提の艶化によって計重

を従来のものより出来る 1: け縮小し、施設の集中が霊餅に蹄するという結果になり、延いては諸#

を期するのである。但し市岡遜から先の工業地域の欠陥が出て来て、都市の順調な殻展を妨げるこ

は主宰土工事の準渉iこ暗い、貿易商館区域、倉 庫 区とになる。では之を改良しようとなれば、道路にし

域、荷役害事務者の住居直域なぜが計聾されるので、ても敷地にしても、之を搬張とし、うことになると

そういう計重の慶化を強想、して誓定的 iこ工業地域仲キ面倒なものである。つまらない犠牲も供う。

としにもので工業の立地ではない。

2. 市の中心Tこる船場島之内遜は事務高義の中心

それにしても改良の手段のない場合も往# あるの

であって『生きている都市」に死物のつまり弾力性

のない施設が嘗てがわれているところに、常 iこそ
であって、大部分が大医市民の消費を直接の封象

としにものでな〈、圏内外を劃象とし? こ貿易や卸
の困難さがあるのである。わか b易〈響 えれば、

lこ類する商業であ るので、之も亦工業地域 と同様
膨股係数の甚Tごし〈異る二軌を接ぎ合わせるのに

似ている。

地域制はこういう矛盾を調節する効呆がある。

-

責

任

ア

ル

納

期

・

・

巌
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ル
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材

・

事工建具工事・襖

一
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…

 

-

近

代

的

設

備

・

・

偉

続

ア

ル

技

術

・

否、こういう調節致呆をねらうところにその債依

を生す・ると思う。 一一こ れは私の考えであるかも

知れない。元来はそういつに意味のものではなか

つ? こ識であるから。一一即ち、地域制の遁用にょっ

て、計聾者の想定に近い都市構成に導いて行〈。又

都市自治体の事業を遁切な方向に導〈目標? こらし

めるものである。大嬰u ' づかしい肴廻し lこなつに

本 軍士堺市首買寺諏訪森町東三了・包括法寺三九三呑

管業所大阪市浪速区河原町二丁目一四七六番地

工 場 大阪市旭区今市町一O七五・電話裁東③2812

が、要するに都市自治体にとっては諸施設の貝標

11 

であり、市民にとってはそれらの施設を公平に能

吾容よ〈利用させるにめの旗揚i } 力となるのである。



集約的な純粋な商業地域Tこらしめるべ〈相官縮小

を計つに。叉中之島及び大手前附近の公館地直を

含んでいる。将来は平均 5 階程度の高居化も一腹

考慮、に入れでみである。

3. 上記の工業商業の集園地域に住居地域が、模

の;厳に食い込んでいるところがある。これは交通

上勤務地と住居地と の近接を計つにもので、この

地域は蓮;夜住宅やアパートといつに住形式で相嘗

集約的に利用され、 職工やサラリーマンの居住地

となることを期マ寺する。

4. 都市周園部の麗大な住居地域には1 . 5 - 2粁の

程 度 を 間 隅 と し て /j 、集圏商業地域を点々配置す

る。夫今附近の住居地域の地方的中心をなし、諸

官署の出先機関や映書館、客席、料理庖といつに

慰楽施設もこの中 iこ出来ることを7象想し、又そう

あるべきであるとしTこ。

こうして出来Tこ築は、数回 lこ渉る大阪府復興委

員舎土地建物部語学で決議せられに上更に復興委員

舎で決議され、それから総理大臣に内申、捜いてそ

の諮問によって同案は都市計笠大阪地方委員舎で

議決せられ、長室 lこ指定の告示を見るという。甚t:

慣重というか、賓iこ立案後略々一年を経て漸〈、

前掲の圃の遁 b指定せられ? このであっf こ。その各

地域の面積と比率は次表の遁り。

地 竺 Ｍ Ｑ 面積 Ｈ ヘクタール ｾ｜｟ 竺と

住 居 地 域 10053.  10 50. 2 

商 業 地 域 1734. 12 8. 7 

工 業 地 域 5331. s8 26. 6 

来 指 定 地 域 2916. 07 14. 6 

計 200R4. !l 7  100. ()  

( 筆者は大阪府土木郊計費採技師〉

.... ・・・、ＮＮ，・・・・・・・Ｍ・・‘ＭＧｾ・・・ Ｎ ＮＮ ..... ・・値、'.. .. .・旬、、_.・・刷、' ._・・・・・......'・"、制.... μ ・・・.....・旬、_.・・句、"が曲、句同，・"・、.....・・・・・...............が旬、句"‘-、.踊... ・"・・._・・・・・・... .. ・・・・・. ...・・制、. ....・・・、... ..・・・、' "

曾
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E: I 

本協曾分室設置の件

本合現事務室狭障の震去る十二月中旬下記場所

t二分室を設置し、庶務l J t . . 曾計事務の一部を移動致

しましTこ。

今後庶務事項及舎費御坊込等合計事項は分室の

方へ御願串上げます。

大限市東区京橋三丁目〈市電夫柿: 橋停前〉

( 大林組商隣〉

大限建設合舘二階

〈電話東( 94) 861- 6. 1251- 5)

祉圏法人日本建築協舎分室

常務理事就任の件

今般本曾常務理事として中津誠一部氏が就任さ

12 

れましに。 以 上

昭和二十四年一月一日

祉図法人 日本建築協合

瓦 工 事 請 負 業

語佐村木商屈

代 表 者 佐 村 木 賞



ス バ ル ビ ル

桜橋の目ぬき電車通りに面して二方道路の角に入口門をとり、二本の柱が樹

立してゐるので非常によ〈めピってゐる。この桂門を¥- . . ; ると裏庭式に庚い敷

地がある。こ、にま Tこ計笠があるらしいので 、完成すればスパ ルア ーケ F ドの

名稽が更にふさはし〈なるであらう。

二階は各草作. 毎に日帖 6 帖の庚きで、中庭側に居置い廊下が廻されてゐるから位

居にもよ〈、革調の事務所にもなるでゐらう。

復興直後に出来7こ商庖ピルがひしめきあってゐるところに堂々と明快なスタ

イルで賓現しにこのアーケードは種寸な点で件象的な建築であると思ふ。この

程の建物 ｪ を拶 ｾＱ 号、する方々には特に御紹介し＿こい建築でゐる 。

13 



内部ヨリ入ロヲ望ム

スノ. : : . } レ、ビ J レ

大阪市北l i l T . 堂島北町四一番地

石本建築事務所

株 式 合 祉 荻 原 キE

約 400坪

1階 142坪 60、2階 113坪 12 延 285坪 72

木浩賢t階 建 洋 小 屋 片 流 正 面 装 飾 塔 木 造 鏡 板 包

栗 石 地 形 「コンクリート」遁

木 遣

コンクリート叩一部昼敷

洋小屋一部和，j 、屋

被 型 ス レ ー ト 葺

壁「ラス入モルタル」塗「セメントガン」吹付仕上木部及鍛部

オイルベイント塗

星空天井漆喰塗木部和室廻リヲ除キオイルベイシト塗

廊 下 板 張

栴

在

計

工

要

地

坪

遁

礎

部

屋

根

挟

扶

名

所

設

施

概

数

建

構

基

軸

床

小

屋

外

内
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正 面 外 観

庖

厨

居

'

i

o

話

。

。

豊 階 卒 面 画

舗

房

室

4 押 入

5 共 同 便 所

8 事 務 室

，......;.......→-" 
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度 島 児 童 文 化 曾 館

際島市碁町元援図神社庚場

B貨鳥市義町 見意文化合舘

横 島 市 八 丁 繍 繭 屋 ピ ん 勢 建 築 事 務 所 代 表 者 主 主 築 士 村 回 五

際島市八丁勿I 清水建設庚 11t; 支 庖

- i 皆( ; <. タ: " ，1・- 式平面〉 一二五三・七O 卒方米

官十 一 五 七0 ・0 0卒方米

一 . 建 築 立 体 容 量 八，三一九・五立方米

一 、 建 築 総 重 量 一，八 0 0越

一 . 覇 軍 鷺 定 員 〈 ス タ y ド席 ) ー， 0 0 0名 ( 子 供 )

一 . 構 造 要 旨 A 、主総木骨ニ省主主テ侠潟室、ォケ且トラピット餓筋コ y ク! l - ト緯

: S. 屋 根 絶、テ瓦棒主主キオレ y ヂ色. . . . : ; / キ塗 P 仕 上

C . 地 形 主 要 柱 下 生 松 抗 打

D. 基 礎 無筋コ y タりート誌を膝廻一郎煉瓦積

間口( 梁間) 三五・五O米 一般軒高 八・五O 米

奥 行(桁行) 四三・五O米 舞台府高 一三・0 0米

外 商 仕 上 正 面 側 面 壁 白 色 祷 石 鍾 落 三 目 地 均 仕 上 休 憩 室 岡 型 ガ ラ エ プ ロ ク 張 P 仕 上

背面舞台ハ下見板E畏チヨコレート色 "" - : y キ塗 F 腰高一0 尺白色セメ y トモルタノレ塗

一. ! 致 地 位 震

一 . 名 稀

一 . 企 蜜 鮫 昔 十 者

一 . 工 事 施 工 者

一. 建 築 面 積

一. 仕 土.

大 ホ ー ル

二 階 三一六・三O 卒{i 米

内

面

仕

上

名 稀 床 壁

玄 瞬 関 ポ ー 間チ
人法研出、凋立桂図形人造研出 モザr イタ tJ. イル モルダん色塗仕上

人権研出、濁立i健闘形 " " : y キ 放軍*l J ! i - ' y キ ペーヤ国重量. . . . . : : ，/キ

廊 下 人造研出 漆 喰 塗 漆 喰 官 舎

休 懲 所
11 11 11 

事 務 所

"  

ペ= ヤペ y キ画在、弓型張 F ペエヤイ y キ塗

一 階 遊 歩 廊 下 甲モ 板ん市F 松ノレ漆張喰F  

ペ= ヤペンキ 抵 漆 喰 主主

挟 篤 豆l 訟
モル 9 ル漆喰塗 漆 喰 塗

観 覧 席 木 併 、 瓦 並 板 張 9
木腰毛板板色漆可食塗

木反毛響玖板; 漆- ' 喰=設ヤ

事ヰ!lIi-， Y キ塗

一. 舞台は 7 ツトライト並ボーダライトとす. 外部はグロープペ y ダ y ト其他とす、僧正面ーには投光器七ケ JW設 置

する、弱電は放送設備電話架室をなす映篤 援は 二 台 と す

一 、 参 考観覧席は子供四年生の標準寸法其他のエケーんは五年生標潜寸法とす便所は工期の都合で大人寸法と

なる

一 、 設 備 挟 篤 室 と 幕 と は 約 三O 米とす 舞 台 面 積 ニ0 0米

16 

オ戸ケ; < . トラポツク z 面積 三O米



./l. 

f づ"， . /  

1 大 ホ ー ノレ 2 私 耳 鼻 研 究 所 3 卒 利 官 己 念 塔 4  ; 2 ド官官事お所 5 児 童 ホ テ ル

6 博 物 館 7 図 書 館 8 闘 際 親 善 館 9 美 術 館 10 体 育 衛 生 館

11 ' 7 ヰズシユラープール 12 テ ー ス コ ー ト

出来方( 工事〉ィ. 工事延日数一五三日間 ロ 、 賞 作 業 日 敬 一 四 一 日 間 八 日 休 日 三 日 作 業 不 能 日

ノ、、従業延人員一一四一五人員 品、自動車運鍛震四四OOi f f i ホ. 馬力選微量四四 O lff;

へ、 電 力使用1孟二 三川三 ニ0 キロワット ト. 仮設建物面積一二0 0卒方米

チ、材料:lIi:約 四六0 0砥 9 、英他一式

健E定された竣エ期日と図書生な冬期寒冷時期の施工其の上資材入手縫の今日加へて努働協約の確定等は工事進行にと

P 夫々大量な問題 主なった。其他工事模様替は業者側の二重負纏となったが其等の怒自転件も乗り起えて見童文化曾

官官は竣工した

アトム・ヒロシ v l'C 1 : 弁士宮わ目立って人目を V' ( 児童曾館は爆心地平和塔北東五0 0米に在 P子供の図の感艇を

垂直> 1 ' C ! t った木造建築である 。

との建物は原爆の洗訟 により水都ヒロシマは俊土と化したのであるが、その日よ P家は働け父母を… 肉親を失

ひあてもな〈さまよひi J 7 < 子供重量の た必に. 又父母ある子供も遊び場 所 を 失ひ. ' 1 号空敬室で高島び大人の唄を口ずさ

み大人の世界をまねて遊ぶ世相から遂再生して子供だけの世界のために作 b れたのである。

ζ の様式は手供の芸評. 積木細工の家を型耳o 細長〈、或は丸〈又高〈積み上げ、色も子供の好む色彩で内外を塗

宮内競寸法は一切子供を標準 として設計されてゐる。だが親子連れのために一郎大人の寸法のものもあるので乎供

左大人の建築的寸法ー比較ペノラマをみる僚である。子供のた b の文化の室長という夢は世界の人々の協力を得てと》

に貧現しデルｾヒロシマに文化の殿堂として活動してゐる。

17 



萱 階 卒 面

1 ポ 戸 チ

2 ホ ー ノレ

3 事 務 室

4 階 段 下 物 人

δ 厨 房

6 配 膳 サ ー ピ ス E i [

7 喫 茶 室

8 展 覧 曾 揚

9 賓 応.

10廊 下

11 洗 面 所

12 男 子 便 所

13 女 子 便 所

14 祭 犀 便 所

15 卒 土 問 式 観 覧 席

16 ス タ y ド 式 観 覧 席

17 揚 幕 及 合 唱 室

18 奨 屋 主 皇 室

19 オ ー ケ ス ト ラー

ピット

20 前 舞 台 及 花 道

:21 本 舞 台

22 網 揚

23 道 具 室

24 諸 種 小 道 具 置 揚

18 

画

A 切 符 頁 揚

B 物 入

C 茶 器 入

D 戸 ダ ナ

E  ヵ ウ y タ -

F 水 呑 場

= 階スタシド席ヨリ

舞台ヲ望ム

G 第 除 道 具 入

H 梯 子

1  7 - ツ ト ラ イ ト

J ス ロ ー プ

」以= 4 1 ・



舞台ヨリニ階スタシド席

予望ム

A ダ ク ト

B 電 磁 ボ ッ ク ス

C 包 若 手 械 棚

或 階 卒 面 画

1  観覧席〈卒土問〉上官官

2  ス タ y ｾＭ式観覧席

3 遜 歩 場

4 休 貫主 室

5 吹 拶t

自 供 ｾ＠ 室

7 挟 篤 技 師 控 室

8 休 憩 室

9 ギ ヤ ラ 1I ー

10 エ ポ ッ ト ラ イ ト

11 電 無. 室

12 本 舞 台 上 総

13 中 二 階 物 置

19 
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『羅 馬の噴7k:b; 壊れ?ことさ 市中の喧騒が一時に耳について」。かういふ意味

の美 しいレトリック が、確か スタンダー ;1-の 『伊太利紀行J 1: つ? こかの文
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宣言の中にあっ? こやうに記憶する。

フ長12ゐ中心、lこ雪 さわやかじ ふき あげる噴水のセレナーデが、巷の醸し出

す不i弘幸口雪 を泊、すサイ レンサーの役 目を果す。 陽 をう けて架り渡す七彩の

目も 綾 な虹。 都市の美 しさは 査 しここに鐙 されるの

かへりみてわが大限は7Kの都とよばれてゐる が、概ね7Kは淀みがちで動

きに乏し〈、僅に潮汐の交替のつれて《るほのかな蔀汐草の匂ひが7Kの郷

愁を誘ふに遁ぎない。
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別して7Kの立体的な美しさを形象する施設は殆んざな〈、天王寺公園の

噴水塔がおづ; t ，- づとそこば〈の7Kを漏してゐる iこ過ぎない哀れきである。

1 m努につかれTこ市民を憩 lこ誘ムペ; 1 - スーズはぜこ iこもない。思、ふl二人の

心が荒怠し、風俗がすきみ、少年蓬が夢を裏って厳無の目をさ芸ろ tこみはる

りふの情げない風備も亦ここ iこ至つては止むを得ないといふ他はない。

私は復興の都市計撃に、ほしいままな水の賓穫を特iこ望みTこい。

御堂筋はわが大肢のローヤルロードで、帯紋の公闘と見倣してもいいほ

ぎ部分的には都市美を形成してゐるが、猪E つ潤を副へるー雫の7Kもない

ことは惜しい。

私は恩Lひ切ってあの設行革遣を芝生にして噴水の鎖であれをつ 7よいてら

ぜんなにいい1: らうかと恩ふ。

ぞれも不可能なら、せめて小鳥建ののさ' を淑す? こめ iこ石の凹みを置いて

一掬の7Kを湛えてほしいもの1: 。さうすれば車馬のほこりに乾いてゐるあ

の芭蕉の伺碑もおのづから自黙の婆勢を備へること 1: らう。

噴水を賞穫に。噴水は私達感情のふきあげ1: 。ぞれによって人は心根や

さし〈なり、街は姿うるはし〈なる。風俗と風儀と風向はそのあとで明る

〈工E し〈麗しさをさしそへる。

噴水は都市を、美しい女性の姿にすことふれば、彼女のネックラインを飾る

チユー; 1 - の優しきである。

ぞれはよ〈彼女のうつ〈しい感情をさきわげるに相違ない。

( 筆者は傍人〉
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都市は大地 lニ生える

伊 東 俊 雄

激しい宰襲を裳って、作J 庭か.e _ ' こやらさ在〈解ら

ずよ〈なって、五や友の堆積と化してしまっ? こ都市

でも、そのA l t ! > 場一浅草とか、心罪者橋筋とか云ふ

やうな場所の焦土の上を、麓千の人主計汁こ1: 理由

もな〈ゾロゾロと歩いてゐ? こ。 k 思、ふうちに、そ

の 焼 跡lこボツリボツ P と一軒建ち、三軒並ん1: す

いとん屋やぜんぎい庖の賀子小舎やパラックが何

.時の間tこやら式第に姿をかA て軒を並べ・るやうに

なり、鯵〈共表側1: t 1 は一際殿前の格構を整へ? こ

l吉舗がならぴ揃ひ、そのショーウインド tこは高債

なハンドパックや、絹靴下や化粧品が陳列されて

ショッピングストリートの姿を取戻してゐる。商

業は大地から生えることをしみじみ感じる。否人

聞は植物と同じように、土地に棋を下ろしてゐる

生物なのかも知れない。その土地の経済的事由が

そこから棋を失って仕舞はない限ち、麗かれてち

壊 れ て も そ の 焼 け 潰 れTこ瓦礁の上に立上って行

〈。誰かの云つにやうに『線、ての都市は捜瓦の上

千 日 前 峡 賓 館 の 復 興 ぷ P

に建設されるものである 』と云ふことも、必十し

も誇張ではないゃうである。

こう考へると、全市を減し霊すやうな大災害が

あっ? ことしても、該の都市が金〈他に移ってしま

ふやうなことはあり得ないと恩はれる。

大きな災害一特に全市を友塵に鯖してしまふよ

うな大火災があると、新? こに再建される都市の構

想、についていろいろ意見が述べられる。そして理

想的な地域制や、道路計震がきでは公園計聾等々

がいろいろな委員曾や嘗局者で論議されてゐる聞

に、その焦土の街 iこ仮建物が無・計 聾iこ- e しぎし建

って、何時の間にやち災害前よりはチヤチで安っ

ぽい街が出来てしまって、十年も二十年もその俊

固着して仕舞ふのが従前の例である。

これは勿論擢災者がその夜からでも、雨露を凌

ぐ場所が必要忙し、再建計主主の決定までには何ん

と云っても時日がか〉る。そこで御指示があっTこ

ら何時でも無償で撤去すると云ふ様な無安めの僚

件の下に仮建築が出来てい〈次第なのでが、王見貨

lこは坪高余を起す建物がきうやすやすと取除かれ

ることはない。か〈して何時の場合でも十るす・る

ベつ? こりとなって都市の改造が好機合iこも拘らす、
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ま だ あ る 宇 け の ζ P

不可能になって仕舞ふのである。

大震災後の東京が嘗時金図的な際援と協力 iこよ

る復興事業によって面白を一新しにやう iこ思はれ

てゐ? こが、私は今次の第一回の東京大窪襲後、省

耕高架上から眺める震い焼跡が唯焼トタンの累積

七つ? このを見て、震災昔時のトタシ屋根が数十年

iこ亙っていか iこ彩〈践存してゐTこかを知り、金〈

駁かされTこのであっ? こ。

新〈考・へて見ると 、耐火都市の建設と云ふこと

は容易なことではない。そこでちと遅播きの取は

あるが、将来ある都市の大牟を滅ぼし愛すやうな

災害一特に火災が起る場合を猿想して、一定限度

以上の都市では、地域や公園や、 幹線道路は勿論

出来得れば或程度の直劃整理のやうな基本的事項

までも平時から決めて置〈と共に土地所有権を自

動的に 閣有又は公有化する法制として 、一旦大災

闘が琵生し? こら翌日からでも其の線に滑ふて都市

の再建が出来る様tこ開係法規を定め且つ不吉であ

るかも知れないが1 f 時にその準備をして置〈必要

22 

はないであらうか。予ことへ毅争: のない日本になづ

? ことしてもヲミ災の多い吾閣では一都市を金融させ

るやうな大災 厄は今後も昆キ来ることを覚悟せぎ

るをf専ない筈である。

勿論現在の都市計霊出足等 tこ於ても此趣旨の設

分は採入れられてゐるのであるが 、残念乍ら主と

して土地問題から賓施がいつも 返 れて王見賓の復奮

とマッチせす、奮態に近いものが出来上‘ ってから、

莫大な経費を投じて姑息な改造し か な じ得ない

し、又その7こめ永久家屋の建設がおえれる 賞情で

ある。

又敬時中 l二国防的な見地から 者1¥市計置が唱え ら

れに。いはば過大都市の制眼と昼襲lこ封する都市

の分散疎開で、現存の大都市を分割して緑地や農

地で阻まれ? こ小皐f立の都市群とし、之を高速交通

機関で相互に蓮絡じゃうと云五、のであるが、我々

のやう t二大都市の琵生成長を経済的原因から眠る

者の見地からすれば都市の張主童保件をあまり iこも

魁硯し? こ討笠で、現賓の者j¥市改造では到底不可能

事であって、今日の東京や大阪を一種の田園都市

的な夢をとり入れにやうな改造をしようと云ふ理

想家は居るまいし、又その必要もないものと恩ム。

tf しろ将来の日本は験後法制や土地制度の改革

で、向後の産業の在 b方が戦前とは著し t 狸って

来ることと思ム。例へば農地の制限や相積制度の

改正で農村が非常iミ鶴見して、耕地を細分されて

行〈農民は必然的に附近の他産業に依存して生活

を立て又は補助せねばならな〈なり、従って所謂

農村工業的なものが所在 iこ起って之に伴ム小者1¥邑

の殻生が漁想される。

そこで都市計笠乃至圏土計霊の問題としては従

来の大都市又は既存都市封書是主義を損張して斯様

な部落都邑の規正又は田園都市建設を取上げて考

へる必要がてんてん多〈なって来つつあると思ふ

のでゐる。

〈筆者は大阪商工曾議所理事〉



復 興 大 阪 を 載 る

井 上 吉 次 郎

関際線光ルート iこ撰ばれTこ大限市の道筋、上六

ー一一歌舞伎座一一心矯橋筋一一文繁一ーなにわホ

テル、いこも角にも 復 興大阪の御座 に出せる代物

であるが、このうち何が府市のカで出来Tこか。普

から町人の都で、東京み? ごいな政治都市と性質が

遣うから、頼るものは自力の他ない。

しかし自力を頼なことは自然iこ放つにらかして

置〈ことと遠う。放任には理想、がない。理想、がな

りれば、よさ町は生れぬ。

無論、自黙放任でも或種の復興は生れ出る。市

民は生活せねばならぬのであるから、生活 i二必要

な梼迭は必ら十密'tro 環境は生活の必然的前提、

或は要件1: 。クモが巣を張り、置がマユを作るよ

うに、市民は町を管trn

復興は、ぜうでもやるにさまってる。或は、こ

ういう祉合紋勢では、自由気健 iこやらし? こ方が復

興が早いかも知れない。放って置りば勝手 ｴ 二 ｾＹ

場をこしらへ、押すな押すなと寄 b集って繁昌す

ること、終段直後の闇市が賓験し? こ。

ところで、あの闇市が、張展棋大して全市的な怪

物になることが望ましいか。犯罪土暴力の都市に

理想の影もさすはすがない。鳥が巣を作る iこも或

種の構想が雌鳥の頭 iこ宿る 1: ろう。近代都市は、

市民の理想を具体化し? こものであるはす-1ご。間市

の拡大 iこ安宅を持てるものは、よさ市民でない。

府市は、都市を闇市でなからしめるにめに、性格

を奥へねばならない。少〈とも規制を奥ふべきも

のである。

理想を賓現するものは、計笠を樹立せねばなら

ね。計壷というのは、理想を賓現形体に醗謹し? こ

ものでゐる。都市計笠が、まづゐらねばならぬ。

ところで、計壷の適否は賓現性の度合で知られ

る。支行不能の計 笠 はｾ想 、 といはれる。

生活は資酸化。われわれは、向う三軒両隣を聯

ねに人間世界を要請する。極操世界を望まない。

闇市のような地獄後は真2 f - 1: 。さりとて、一足飛

ぴlこ極集の出現を望むは患者1: 。ぞれに生活は不

運酷線でない。なるほぎ、われわれは鞍宰で生活

を破壊されに。都市は殆んさ' 全滅的破壊に。りれ

ざも、この腹壇に起きれる復興都市は、亡びて亡

びぬ市民の生活の再興亡。生活は死な Tよいから再

興されるのである。そして死なないもの iこは一日

も生活が不可欠である。即ち都市は木蓮続線でな

い。そこで、計霊の賓現性の問題1: 。ここ iこ再び

前提に闘って、自由の問題、或は自然の問題が出

て来る。計霊が賓現性を持つ? こめ l二、即ち理想、が

現賓となる契機は、自然 lこ反せぬこと、更にいい

換へると市民の生活回復の意欲の自由を妨げない

こ ｫ にある。 ｾＱ こ〈い八ぱ無理な計筆を立てぬこ

とに。都市は、社合そのものは精紳的なものでゐ

る、この精神の依存する生活切資料は、物的であ

る。

建物、道路みな物1: 。資材が不足すれば大きな

計笠は立Tこない。ぞれ iこ形態は生活の要請である

から、市民の生活様式と背反する都市計霊は無茶

1: 。そんなものは排斥される。そういう制約、或

は約束を考へ? こら、おうよそ、いま自の嘗ちみら

るべき復興大阪の姿の限界が知られる。市民は誰

も汽舶の一等室や俳壇み? こいな住宅構成を室tr も

のでないから、復興住宅の約束が知られる。これ

を列べfこ町を闇市 lこ顕落させないのが、府市のテ

コ入れて。そして、理想的部分の梯入可能な点を

見付げて、これを祭る工夫をする。生活は常に最

小抵抗綿で障害を突破するものであるが、生活理

想の賓王見でも此の法則は外れない。理想、は賓現し

易いところから始める。
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築 港 埋 立 工 事

劇場とか皐校とか公設市場 とかいうものが 、 都

市美の構成 tこ最も都合がよい。殊に新事制で皐校

再編麗め折てから、よさチャンス亡。ところで、

大限市を中心 tこ、三つの綜合大著書が出来るんにが、

ぞれは全 〈の紙上プランであって、都市美の要求

からいへば、出来ないのと frij の遠いもない。園立

大事に法文書喜部が新設 されるという。 数授は任命

されに。皐生は募集されに。それは新事部を成立

させる要件であろう。りれざも、それは必要にし

て且充分な僚件かぜうか。大皐設立の理想iこ照し

て充分かさ' うか。綜合大皐が一個の完成されTこ接

聞として充分なる事問研究殊に数育活動をやる

iこは、地域的に集圏されてることが理 想的であろ

う。笹撃部の敬授畢生が法文事部がさ' こにあるか

も知らぬぐらい離れて別キになってでは同校意識

が出ない。事国は、? こ1: 狭小な知識を授りて卒業

詮書をやる 1: りが能でない 。ぞれなら綜合大事な

んか要らない。

綜合は、集圏を意味iこ持つ。特iこ集図されTこ建

詮物の事生 iこ劃する感化カを考へねばならない。

むかし、東京神田の名物につTこ安物の組末な大

撃、あれでは敬育的効果を生もうというが無理て

つに。人聞は相官 lこ外形iこ影響される動物1: 。

国立のほか t二府立と市立が一つづっ出来るん亡

が、ぞれも俊貯蔵つ? このや年傍けの高専校を何 所

2 4  

iこさ' うあろうと鱗はす、名目的に綜合

して、共通の大皐名を附しTこTごりで 、

綜合の賓休はさを 〈ない。こん な大事を

幾つ作つでもプラスもなりればマイナ

スもない。元の木阿繭f ご。

都市 として、有雛 いのは 、綜合され

? こ大撃が特定地区に翰環の美を持つTこ

集園建築をみせるこ とである。一般市

J i ; の住宅は 、貧弱でも暫〈辛抱する 。

皐校、公曾堂 、市場、劇場 、 官公際会

新聞社、銀行曾祉が誼宜iこ指導的境位

lこ建てられ? こら、近代都市の体を成すてろう。先

十綜合大皐 iこH ! J は飾られねばならない。しかし、

これも、いま直ぐは無理にろう。将来の賓現に待

つべきもので、現在の法的綜合大暴力Z、貨体的大

墜に張展する日が期待出来れば、現iこ出来る三綜

合大事も無駄でない。

しかし、これ iこも 将来の賓現の撮点を奥へる都

市計釜者の用意が要るてろう。さ' こに大製図を起

すべきか、強塁手原の中 lこ目安を 付りねばならぬ 。

一事が蔦事である。

ぞれに近代都市の機動的要素が梼成のー牟を占

めることも計聾者は忘れてならない。交通機関は

生き? こる都市の動脈であるが、同 時 に 都 市 美i二不

可欠要素でもある。これが抜ｴＱ Ｑ こｾ、＿ｅん ＱＺ 町 ｴ こ

7よる。

何 iこしても、計制は計剤三者の ものに。われわれ

は、一口 t二府市というが、これは、二つの相一致

せぬ意志の存在亡。協力は出来るかも知れな い。

しかし、一つの計査を立てる iこはイ= シ ャ チ プ

の問題が真先に出て来る。市民の自カに待つ復 興

で、これに指導力を持? こねばならぬ意志の蹄嵐の

問題が第一tこ来るんでが、真先tこ解決し得な い難

題1: 。ここ tこ復興大限のデイレンマがある。

〈筆者は新大阪新聞世主筆〉



大阪市の復興を

阻むもの

中 系問村

開局により大医市は一品こ廃嘘とイヒし? こ。しか

しその廃嘘の中から揚りつ〉ある復奥の力づよい

叫ぴ撃は頼もしさ限りである。数年をいです・して

大医は又先の大阪の姿を取戻すであろう。てが然

し鞍官官の大肢が再現 GJ ことし? こら我キは之を喜ぶ

パきであろうか。私主主力2知っている脅の大阪は交

通難、交通網の錯走する、不衛生な、不健康な、

働〈に不便、住 tfl こ不安な、醜と惑の街、大阪で

はなかっ? こか。この援野原が又元の繁華な大限に

なることは嬉しいが、その様な欠点が再び匙って

くることは有難〈ない。

鞍災によりー傘焼野原と化し? こことはfこしかに

大災難である。しかし我# はこの大災難を逝 iこ我

々の幸帽のTこめのものに轄化利用することを考え

なりればならぬ。この大破援を機舎に従来の如き

不安や不良や不便や不警のなき、ｾに理想的な大

阪市を建設せねばならぬ。その? こめには良き都市

計霊とそれの賓行が必要? ゴ。私は良さ計聾は必十

賀行へ褒展するものと思う。賛行せられぎる如き

計葺は良いとは雪えない。では何が大阪の復興を

阻んでいるのか。結論を先に言えば計輩において

はぞの目標のまちがいを、受行方面においては奮

式官僚による斯界の濁占を指摘せねばならぬ。

都市は生産場所ーであると同時に居住場所であ

る。しかし都市の性格により生産を主とする場合

と、居住を主とする場合とがある。大阪は工業を

生命とする生産都市である故、勿論計霊は生産施

設に要点をおかねばならない。しかしそれと同時

t二大医は政治的中心地であり、撃術的中心地であ

ち、文化的中心地であり、商業的中心地でもある

故、之等に関係するすべての人の衣食住の便利、

愉快、安全を計霊すべきである。

庭が職後日本人の心理には他者依存的傾向つよ

〈、都市の張展は自市の工業生産にその根源ある

を忘れ、日本函カの進展は貨に自園の産業にこそ

その原動力あるを忘れ、文化的、治安的、箸移的、

観光的方面の華かさ、安易さ lこ目が臨み、都市計霊

においても、この様T以下面的、形式的、現象的、枝葉

末節的な要素をj [ ( みているのではあるまいか。

この際か〉る眼前の要求に拘泥することな〈、地

味であり困難ではあるが、真に大阪の良さ琵展の

Tこめの、生産登展を中心目標とす fる本格的な計笠

を? こてねばならぬ。

次に計霊の賞施 iこは土地直劃整理による換地に

する方法が贋 t 採用され推進されていることは、

誠 iこ結織なことである。之によってあらゆる建設

事業中最も困難な土地の問屈が解決せられ、計霊

がすらすらと賀行へ移せることは非常 iこよい。

しかし計輩、貴行を通じてそれが官僚に猫占せ

られていることは、目下ほのぼのと明りそめんと

している民主日本の建設のにめ lこ悲じむべきこと

である。真に大肢の復興を捻うものは大医市民。で

ある。官僚はすみす・みまで封建制がゆきわ? こち、

親分子分関係によって利益の掲占を計り、只自己

の利主主大にして生命長きことに努力するのみで、

その事が市民に如伺なる結果を奥えるかは問題と

しない。都市計査もさを〈官僚の利益濁占の具1こ利

用せられているのである。

都市計霊を官僚の手から民間の手に奪い返せ、

そして異に民主的な組織を打樹て、大阪の鹿野原

に理想的な建設を導きあげよう。

最 後 iこはっきり言おう。

『大医の復興を阻なものは官僚である」

( 筆者は元蓋湾総督府技師

日本損答保険協曾大阪支都技術際長
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軌遁に乗り難い復興

弁 上 新

都市の復奥は、却々計重通り iこは捗らない。中

小都市の現紋は、先づ順調といへるかも知れぬが、

大都市は種キな事情の? こめ t二、息、五、様 lこ復興は進

まない。全〈困つTこもので、いろいろな原因はゐ

るにしても、煎じ詰めれば結局資金難といふこと

じっきる。従来は資材難で家が建ち難かつに。成

謹資材は現在でも、矢張り窮屈ではあるが、然し資

材の点から見て、年間4 0蔦戸乃至5 0高戸は建てら

れる。ぞれ ｲｾ け家が建に Ｗ よいのは、一般が資金 ｩ 二

詰っているといふこと亡。或る程度金が廻らなげ

れば、住宅は勿論凡ゆる施設が建築きれない。金

詰りの現放が、甚し〈復興を阻害しているといふ

結果を招いているのだ。

終戦後瀦 3 年にして、大体大都市は2 0 %足らや

の復興振りを示している。東京、横演、名古屋、

神戸、何れも似? こ b寄っTこりといふところ。大医

はこれ等の都市と比べて、格段に復興率が惑 t 、

大分遅れていたが、最近割合に速度をと早めて、漸

<  o 禽戸近 t を建設して、他都市並の2 0 %足ら令

といふところまで漕ぎつけに。今頃漸， 2 0 %足ら

? といふのでは、他都市同様頗る心細い。もっと

何とかしてピッチを上げ? こいものでゐる。

よ〈人に質問される乙と亡が、 H ぎうして家が

建? こないのでせうかH と墨キ聞かれる。その時は

ι 、つも、次の 4 つの原因を器げて話している。

1  奈金 i二一般が詰っていること

2  今のところ経済界の見透のつかないこと

8  住宅の坪教を巌し〈制限されていること

4  直剣整理の恩はし〈進捗しないこと

経済界の将来の見透のつかないことは、一般の

建築意欲を遺巡させている。殊iこ大医iこ於て都心
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部J ) 船場、島之内に雑草が生へているのはそのに

めでゐる。日和見をしているといふところである。

ー憶の見透がつりば、一斉に建築が始まること tこ

なる ｲｾ らう。凡ら《他の都市より早 ｴ 、復興する

ことになる Ｑｾ らうと柴みにしている。

S の点は寛仁困つにこと、思ふ。資金的 lこ余裕

がある階扱が、家を建て? こいと考へているが、家

族の紋態から見て、 12坪とか15坪では問題t二なら

ない。せめて25坪乃至30坪は欲しい。それを八盆

し〈制限されにのでは、建てる集にならない。 Tよ

りなしの資材で、出来る ｲｾ げ多〈の住宅を建てな

りれば ii: らぬことは、よ t 到るのではゐるが、緒

局自カで建てる能力のゐるものを、抑へているこ

とt二なって、住宅の絶筆す量が余り目立って殖へな

いこと l二Tよっているのでゐる。イ) l J とか政府に於て

考へなければならぬ問題にと思ふ。住宅に闘す b

E艮b坪数の制限を撤康し、建設意欲乞起させる様

な強力な政策が望ましい。現紋に於ちは兎t二角建

物の絶封量 t 殖やすことに、専念すべきであると

考へる。

それも今迄建っている様なパラックより、この

際肱皮すべき時期に来ていると患、ふ。火災tこよっ

て簡草i二燃えて仕舞ふ様な粗遣のものでは困る。

資材的に見てもムザムザ傍tける犠なものは、愛t二

勿体ないことである。島; ，とも都心部は不燃建築

物を、建築せなげればならぬ。木造集園都市 iこは

充分懲りている筈 Ｑｾ 。叉キ以前と同じ様な木と紙

の都市を建設するといふ愚さを、この際清算せな

りればならない。コンクリート化しに都市建設に

遁進すべきでゐる。建築関係者以外iこ、その認識

を徹底させ、輿論として政府の政策を索制せなけ

ればならぬ。都市不燃化促進蓮合曾が、東京、大

阪に結成されにのもその意味からである。

4 の直勤l整理の進捗が遅れ勝であることが、都

市復興を阻害している大きなファクグーじなって

いるのは、宗へない事責でゐる。鞍災地は特別都



布計霊法じよって、市長の施行する直

割整理をすることになっている。l i l [ 劃

整理をやる k 、夫々地主の所有する地

所は、道路、公園なぜを充分とるにめ

E二、坪教が減ち位置が艶って来る。即

も換地を受げて始めて、剣然とその坪

教と位置が定るのである。その換地が

定らねば、家を建て、も直ぐに移縛せ

なりればならない。それでは無駄にな

るので、早〈一躍の換地決定を希望す

るのである。この地主の不安を一日も早 t 除寺、

換地決定を念がねばならぬ。政府はこのE 劃 整 理

事業を促進する七め、 8 事j の園庫補助金を各都市

tこ奥へてい'る。ところがこの図庫補助金が議定通

ち来れば、事業はスムースに進捗するのである

が、園家財政の現紋よりして、却キ計重通りには

育すか'/1.よい。そして事業は遅れ勝lこなる d これが各

都市の摘みでゐる。

大医に就いていへば、最災地1600; 民坪を 21年 度

より 8 年計蜜で、直劃整理事業を施行することに

なっている。大体融事業費30億闘を要するのでゐ

る 。 野 〈 と も 年 iこ4 億園の事業を施行せなけれ

ば、強定通りには完了せない。即ち年 iこ園庫補助

金とし年 3. 2 億函を必要とする。ところが補助金

の配布が，7.i iこ充? こない現献である。これでは全部

完了するのに40年位か〉ることになる。復興がそ

んな iこ永〈か〉るまで、待ち切れるかぎうか問題

でゐる。指r r / ; か短い期間に- F ，径の目鼻をつり芯け

ればならぬのである。こ〉に大きな摘みがある語

である。倫その上に圏家財政の窮乏を者へると、

いつfrij 時補助金打切 b といふ手を、打Tこれるかも

知れぬ。 8 年聞は補助金が、例へ⑫いながらも来

る? ごらうと、春気に考へていることは、頗る危険

である。そこで僅かな補助金を、出来る? ごり有効

tこ能率よ〈佼ふことを、工夫せなりればならない

破目になっ? このである。

翼 民 を 求 占 う る 人 h の 群

大阪市に於ては、中心部は不滅足ながら道路も

一際民直ぐに通り、街簡も基盤然としてし、る、又周

園部も以前lilH制整理を施行し? こので大体秩序が立

っている。そこで緊念整理を必要とするのは、中

間部でゐる。こ〉は中心部程金もか〉らない。こ

れ iこ宣点を置いて、先づこれから手をつげること

lこしに。 22年度に 200高坪、23年 度iこ300m; 坪、24年

度に 300蔦坪と施行すれば、一際中間部は完了する

こと iこなる。英後余裕がゐれば中心部tこ手をつけ

ることにしTこいと考へている。

直制整理事業で、一寄金を喰ふのは建物の移轄

補償でゐる。これ tこ就ても出来るにけ金を使はな

い様 iこ、現在建っているものは Tよるぺ〈動かさな

い様 iこ、換地をこ工夫することにし仁のである。ぜケ

うしでも巳 ｴｲ を得ないもの ｴＺＺｾ 移轄することにし

て、出来るでりヱ事費を節約している。この換地

設計は却 h 難 し い 。 現 在 建 っ て い る 家 を 無 観 し

て、白紙の紋態で設計するこ ・とは、頗る面倒がな

〈てやり好いが、それでは莫大な工事受を要する

こと iこなる。貧乏人のやり繰り算段をするのTごか

ら、相官苦しいのは嘗然'である。

来年度即24年度中に大医の直勤j整理事業は大体

目鼻がつ〈ことになり、そうなれば家も建つ様tこ

なち、復興も順調 lこ軌道lこ乗る様にな奇と柴みに

している。

( 室長者は大阪市建築局長〉
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そんな事が出来るか

小 田 島 兵 吉

我キの過す-.wlー却が、千載一遇と云うわけで

あるが、鞍災で丸撞iこなつに各都市の復興にとっ

て、今こそ正に文字通り千載一遇の好機舎である

と云うことが出来る 1: ろう。大限市でも該宗格結

後すぐ都市計霊のやち直しをして、その地圃も巷

間張費されて居り、一隠さまつにもの、様であ

る。今のうちならぜんな事でも出来そうなもので

あるが、在来の行きがかりや、資材その他の関係

もあって、ー覚、ぴつ t りする様なものではない。

食棒な閣柄1: から無理もないが、もし勝手な熱を

吹〈ことが許されるならば、私はこういう大医の

夢を見ている。

まづ交通の方から始めることにしよう。手始め

に、あの騒音を? こで〉肝を Tこかぶらせ、昼間を無

識に仕切って走る市内電車と云うものを、一切自

の前から這梯ってしまう。人聞の作つ? こもの、中

で、市電なさ' 凡そ無粋なもの〉一つであらう。電

車の代り に大型小型のパスを走らせ、タキシーを

? こ〈さん準備する。堺筋、御堂筋が= ユーヨークの

第五番街の様になるとは考えーられない。政鞍後、

電車も遁らす架空車泉もなカゆ? こ堺筋のせいせいし

Tこ感じは、ま 1: 忘れぬ人も多かろう。

現在の省線城東線の大医天王寺聞を延長して湊

町、築港を経て商成線とつながる様にする。これ

を環欽綿と名づりょう。この環状線を超えて大限

市内に入る各郊外電車の路線は全部地下綿とす

る。現在梅田、天王寺聞に地下織がゐるが、更 iこ

各郊外電織の格点罷を結ぶもの、例へば梅田一難

波ー阿部野一上六一天満橋一天六一篠田の様な地

下線をもう一本位設げでもよい。しかし今のとこ
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ろ、大医見Tこいな/1、さい都市に地下織なぜ不要で

あるとも云える。

ぞれから大限の衛星都市と云われるものそつな

ぐ時速八十粁以上の高速鎮遣をと敷設する。兵庫鯨

の伊丹市を起点とし、池田市、茨木市、枚方市の

南方から四傑畷を通り八尾市に出で、藤井寺ゐ Tこ

ちから鳳、羽衣 iこ出' る。これは将来の大大限市の

外廓を示すものであり、大阪の交通維を綾和する

一つの方法である。

大阪酵の位置は今のま〉とする。もう鎮遣は電

化されていて、煙を吐〈汽傭草は青森から鹿児島

まで見ゐ? こらない。

飛行機が護達して、舶はもはや荷物の運搬と、

物好きな放客の遊山とに1:VJ 利用されることにな

るから、大眠、港はそんなに規模を大き《する必要

はない。桟橋が捕の協の様になって居るのを見る

ことは偉観でゐるが、時代はそれを要求しな〈な

るであろう。 TこちJ 佑から貨物がすぐ運べる様 iこ、

相官大規模なI貨物鰐を築港 iこ設げることにする。

大和川以北の海岸約百五十高坪を7)( 陸 商 用 の 飛

行場として、諸外閣からの飛行機交通の頻繁に具

える。勿論その地にはホテ) ! . . とか事務所、商館r;.

E の大建築物も出来る? ごろうが、大限市の中心に

走る精度い道路をつ〈る。例えば現在の十六説線

の傍位の幅員でよい。

現在の最小幅員の道路は四ラ! ととなっているが、.

これを六米とする。六米以下の道路は、原則とし

て作らない。都市計華道路繰 iこは百米と云うのが

あるが、そういう幅のものは必要でない。五十米

でに〈さんである。い〈ら庚〈し? こところで子供

遂の遊び場にもならないし、オートパイの競争コ

ース iこもならぬ。それよりも、あとの五十米分で

運動場を含ん1: 小公園を数多〈作ることにする。

今鏡あと tこ作られ7こ進駐軍事用グランドに許

されて遊ぶ大供小供の野球試合の情況を見るなら

ば、紅視を通りこしていき〉か悲壮でゐる。わづ



かご、三千坪の場所に四組もの試合力 Z

行われ、甲群と乙群とのペースが〈っ

つきあって、甲の投手の傍 iこ乙の外野

手がいるというあんばい。韓入を抑制

さ れ て い る 現 在 が こ う で あ る と す れ

ば、将来は想像にあまりあるというも

の亡。少〈とも一高坪以上の運動場、

場合によりオリンピック競技が出来る

程度の競技場を大限市として持つべき

である。そんな事をムキになって寄〈

ことがすでにおかしいのでゐるが、こ

れは是非設げることにする。それから市民の集ま

る庚場を設付る。今中之島公園に小さいのがある

が、これは蹟場と呼ぶぺ〈ゐまりに情ない。祝祭

日でゐれ、何でゐれ、市民が相寄って共に喜びゃ

悲しみを分っそういう場所がないということは、

まことに不都合である。場所ば御堂筋、難波慢の

北寄りのあ Tこりに一高埠乃至二寓坪の、ぞれこそ

棺の様に美しい蹟場を作ることにしよう。そこで

教キの記念すべき行事が行われるであろう。

戦前の大限市は次色t: つ? こ。高いピルに昇って

見? こ大阪市は次色の瓦ばかりで、繰は殆さ' 見えな

かっ? こ。そこで街路と盆地iこは必十植樹すること

にする。工業地域、商業地域を間わす、ゐる程度、

例えば面積 iこして三割位は緑地帯とする。

背は朝つけて出? こ民白いカラーが夕方には，汚れ

てうす黒《なっ? こものにが、そんな昼気の濁つ? こ

大阪を再現させない震に、動力は電気又は瓦斯に

する。石炭は一切使 わな い。原子力が利用される

のは少し先になるてろう。

ゐらゆる建築物は、電気、瓦斯なさ' 供給さ、れる

様 iこ、熱水、冷水等がパワーステーシヨンから供

給される。電気、五斯を用いないで援房冷房が出

来る様になる。勿論汚水その他の排水は 、下水管

をilll って湾化機関にお〈られ、海に放流される。

電燈綿、電話線なぜ宰をわ? こるものは、凡で地

競 馬 場 が あ ち ζ ち に 出 来 る

下に埋波する。ラヂォのアンテナと雄もこれを例

外とするものでない。イE し環J l ; J t 綿外十粁以外は必

すしも強制しない。

ヨたは地域について Y ゐるが、これは一目撃現在の

都市計霊を苓なことにしよう。尤も原則として

は、環紋綿内は商業地域、行政地域とし、而爆耐

火建築t: t 1 許可して木造建築は一切許きない方針

である。

ヱ場は淀川流域南岸に持って行い住宅は主と

して環欣締の外側、北、束、南方に地域を設定し、

高唐のアパート、集園住宅等を多数建てる。身一

つ持って行りば、その日から立仮に生活の出来る、

そういうアパートなさ' を作るのである。勿論園管

又は市善寺とする。

建築物の高さは閣法によって最高三十一米とな

って居るが、これは l E し〈ない。道路の幅員、地

主主の関係さえよければ、その最高を抑える必要は

ない。五十米でも六十米でも構造さえ充分であれ

ばそれでい〉。最低眼もさめる必要はない。市街

のスカイラインを揃えることなぜ、まことにいら z

ぬ世話と云うもの? ゴ。

建築物の高さなさ¥賓を云えばぜうでもい、こ

とで、一番肝心なことは、大阪市を災害から護る

施設をにくさん透ることである。或は大既日替の波

浪からまもる? こめに、今ゐる防潮堤を更に強化新

2 9  



都 市 周 閣 の 宅 地 は 農 地 に J l 牧 さ れ る

設しな〈ではならない。ー或は低地の排水は徹底的

4二完全にしなくてはならない。市民の保健のTこめ

仁必要なこと、ぞれは今なげやりにされているの

てが、いろいろな設備を復奮場設しな〈ではなら

ない。

山叩柿ｾ

技 術 者 の 立 場

ネ 門 座 正 信

街 ｉｾ 溢れる多〈の建築は多《は殿前と少しもき建

ちはな〈、其の施工に至つでも鞍前よりは余り iこ

も非良心的である。構遣の点からは例へば「筋遣

を使用する」事が素人でも地震に効果ある事が到

ってゐても之を使用しない、或ひは使用法を誤つ

亡建築が作J と多い事であらう。

機械の製作 iこは機械技術者がタッチしなければ

出来ないものであるが、建築の面に於ては建築技

調者の手を程す・とも室長はぜんざ' ん建てられてゆ

t 。日本の建築物の幾割が建築技術者の息のか〉

つにものであるか、産主後都市の焼跡を見て誰もが

今度こそは立祇な都市を作るの? ごと豆、つTこの iこ、

現賓は余りにも惨めな姿となって浮ぴ上って来

Tこ。之は我キの大事い責任であって過去の建築家

の準んに道tこ誤りがあっTこのてといふ事を尭らね

ば7よらぬ。

今後は市街地の建築に闘する限り、すべての建

築は梼進上、都市の美幌上から、建築家の手を経

7よりれば建てられないといふ事にしにい。をして

3 0  

変 tこ我今の血先が我々 tこ遣して〈れ

? こ数々の事がら、自黙が我今に奥えて

呉れるいろいろな智識、そういうものe

を後の人々に惇える博物舘を、美緒舘

を、科事館を、植物園を、動物園を、鉱

物園を 7.)( 披舘を、世界の作j 蕗の園にも

負りない議な大き〈立波な優秀なのを

一つは必す・逢らなければならない。而も誰でも無

料で、好きな時に見られる棋に、年中解放しておけ

る誌な、そういうものを逢 91こい。ぞんな事が出

来るものか。まア暫〈様子を見ることにしよう。

〈沼23・11・18) ( 筆者は大林組監査役本信設計部長〉

帆N 帆向、N 、N 、N 、....，..内，凶

之を綜合的立場から監督するものは現在の建築許

可申請の如きものではな〈、民間の建築家の中か

ら濯ばれTこ代表者の機関であれば良い。

此の様な第一線で働〈技術者の撃を園の政治 i二

反映させる震に、更に日本の復興建設を真菌目 iこ

考へる多〈の建築技楠者が支障な〈遂行出来る様

な政治を持つ主主 iこ、建築技術者の聞から是非とも

優秀な園舎議員を迭り出し? こい。又謹ばれて議良

iこなる人が過去の土建業出身の議員の如〈議員 l二ー

なる事が最終目的で 、あっfこち、さうでな〈とも

建 設iこは何の開係もない存在であって貰い度< . 1i-

い。後一年牟もすれば参議院の謹奪が行はれるの

であるから今から準備しでも早過ぎる事は Tよいで

あらう。 ( 筆者は大阪府建築部管繕課技師〕

家具、室内装飾

大阪府撲定標準品販責底

清 水 猛 商 唐

大限市東直淡路町四丁目二二

電話北讃 ( 23) 二五六回、二五六五



大阪の復興工史蹟

魚 澄 惣 五 郎

この度の段踊 iこよって大字焦土と化しにわが大

阪の待衡を復興するにあ fこってその構慢は種キあ

ることと思う。近代科撃の肯定を経fこ宏危な市街

布 E の出現を望なのは異論のないところである。

しかしそれt こしても草に駄米大都市の規模を模

倣するのみに終始しないで、何とかそれには日本

的な性格や持味を具現し仁いものである。ピヲネ

スセンターは飽〈まで近代的な工夫をこらし、遊

園地の如きも充分に駄米風を採り入れるのがよ

い。例へば中 J 島全国附近を中心とする地区の如

警は清新な気分を涯らし? 二世界的な構想をこらす

J くきであろう。

しかし上町綿に沿う高台地即ち大限の脊梁線は

大医特有の地形であり、歴史的背景も豊かなこと

でもあるから、この一帯即ち大限城附近から南方

茶白山、天王寺、帝塚山に至る線は市民の住宅地域

とし且つ樹木の多い結地帯とし? こいものである。

殊にこの地域には北は大医城祉の公園を整備し、

まに大阪の土地の褒展に因撒のある民放的な信仰

や惇統を惇へる生園魂紳拡が控えている。ま 1こ夕

陽丘町の勝電院 iこは大医随一の古建築7こる多言霊塔

コド毅災にも遭わす℃幸に遺存している。ま 7こ御勝

山古墳、茶臼 111古噴きらに甫阿倍野筋の帝境 III 古

墳はいす・れも宏大な前方後国境でわが民族の星空史

上一般から見ても顕著な遺蹟であるから、これら

の丘墳を脅の形態に復興整備して、千古の歴史を

偲ぶよすがともし? こいものである。

まに上町阿倍野筋の線にはいうまでもな〈四天

王寺があり、古代の伽笹祉も正確に指示すること

が出来るのであるから、これを保存し、滑らかな

芝生として散策の遊子を柴しましめるに最もふさ

わしいところである。

私は後らに多〈の史蹟をわけもなく保存しよう

とするやり方 iこは、賛成出来ない。大正以来政府

は史蹟名勝天然記念物保存法なる法律をつ〈って

箆多の地域を指定したが、ぞれは翠に指定する ｴｾ

t 1 で保存に努力しないから、後らに荒援して、何

のTこめ iこ法律によって指定しむのか意味をなさな

いものがかなりあって、却って地元の住民を迷惑

せしめている有様である。わが大限の復興にあに

つでもこの点に注意し、委員舎なぎを組織して厳

重に考査し且つ厳選して保存すべしと決定しにも

のは、蔦全の策を講じてその意置を達成 Tせしむべ

きである。これとともに一方復興計藍の局に嘗る

技術者は、単純に直面J 二の整然Tこる様拐のみにこ

ｴｾ わらする歴史的遺祉の保存にもある程度設計上の

犠牲をも敢えてしてもらはねばならない。一度破

壊し? こならば史蹟は癌針に復奮することの出来な

いものである。

神社寺院やその遺祉の中で、復興に嘗って今の

ままに捜存せしめにいものも齢えない。ま Tこ経

済、交通上の遺跡、撃閉塞能 iこ闘する顕著な遺祉

も存する。? ことえば懐徳堂の如きは大限町人が封

建時代iこ皐問の上にも濁特の気焔をあげにところ

で、今は段災で焼失しにものの、以前の遺祉は何

等かの方法で表示して、後世の人々にも示しTこい

ものである。芭蕉の『放に病んで夢は枯野をかt 1

めぐる」の辞世の匂の如きは立? 反な句碑を立てて
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御堂筋ゐ? こ bの遊歩道の芝生の中に建設するのも

興味深いものであろう。私は徒らに懐古趣味をそ

乏るものではない。 f 図亡びて山河あり J という

のは、人聞の後みがむなしく誠んで、自然の姿の

み昔のままでゐると詠嘆しにものであろうが、し

かし人聞の後みは一旦披んで犠には見えても、決

稲井烈震の敬へるもの

( 震度について)

松 山 久 春

去る七月廿八日の繭井市一帯に起つ? こ烈震は極

部前ではあっfこが前古未曾有の大地震であっTこ。

元来地震の張さは大体推祭出来るとしても、こ

れ主我# が静I震計算 iこ用ふる場合その震度の犬小

は地震の際建物の被害程度及び建設費 i二大なる影

響を奥へるものである。

開井烈震以前 iこも幾つかの大地震があっ? こが大

正十一年の開東大地震に於りる東京本郷の地震動

の加速度測定結果から耐震音i算 に 於 り る 震 度 は

0. 1- 0. 2を用ひて居つに。

しかし今度の烈震の被害鴇呆から見て、これが

果して妥嘗であっfこかぜうか。

関東大地震を契期として我閣に於りる構造力謬

の耐震方面は念速に進歩を来fこしTこが、しかしそ

の根本的仮定である震度 i二就いて再浮きする必要が

芯からうか、被害程度から推察される今度の震度

は大体0. 4- 0. 5であり、 ーこれが今後賞際tこ我々の

耐震計算 iこ用ひられる最大限と恩はれる、しかし

この程度の大きさを一律に用ひなりればならない

であらうか、勿論地震動の強さは震源地の距離及

び方向に依って異なるのであるがこれを決定する

事は現在では殆さ' 不可能でゐる。従って震度tこ大

なる関係があち叉測定可能なその土地の地盤iこ依
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してさを〈な〈なるものでない。ぞれは形を鐙えて

新しいものが芽ばえているのである。われわれが

血先の業績を想うのは、将来を思うからである。

大医の将来にはやはり歴史的な基盤を無担しでは

なら Ｑｾ いと思ふ。

( 筆者は大阪府立女尊敬授》

って震度に費化を奥へ誼官なる大きさを用ひなけ

ればならない。

震災の多い我圏に於い てはさを闘の地質調査の結

果から震度の大きさ tこ依って色分けし、ニの地l域

に嵐する建築物はすべてその震度を用ふるべき法

的根蟻を奥へてはぜうか 0

mH震計算の震度に就いて考へなげればならない

他の点は建築物の構造別及び高さ tこ依ってこれに

鐙化を奥へる事である。

幅弁烈震の被害を見ても大体震度0. 1- 0. 2で設

計され? こ鍛筋コンクリート遣と木遺小皐校を比べ

れば、大部分の鍛筋コンクリート迭は殆ぜ無被害

であるに拘らすも木浩小皐校は殆さ' 大なる被害を受

げている。これは雨構造に於ける震度を同一じと

っ? こ計算に於ても識筋コンクリート迭には壁床等

耐震的余力は充分あるが、木遣に於ては計算に用

ふる以外の部分にはその余力が殆さ' なし、、従・って

今後の計算 ｩ こは銀筋コンク ｹｾ ト遣は従来通りと

しても木造iこは多少大き〈採る必要があらう。

又建築物の高さの大小 iこ依つでも従来の被害調

査から高いもの程その被害が大きい事が知られて

居る、従って高居建物は上磨に震度を培六する等

の考慮が挽はれねばならない。

以上の他我キが建築物の Pl ani ng に於て常に考

へねばならない事は i Si mpl e and Compact  J  と云

ふ事である、そしてこれが叉我キの而培霊計算を賓

際のものと大差なからしめるものであらう。

〈筆者拡大阪府建築部住宅課技師〉



防災の商から見下木造建築の将来

日本は災害の多い閣で、年キこの? こめに失う命

や物的損害は莫大なものです。諸外閣に でも決し

てj克容が少いわけであ b ませんが、日本のように

いろいろな災害が競 うて起るところは 、診しいと

いわねばなりません。日〈地震 、日 t 雷、日〈火

事、回〈台風、日〈大雲、臼〈冷害、回〈洪水、日

〈津浪。従って今日の日本としては、一方で生産

を増強して闘力の復興につと め るとともに、一面

には災害を防止して、 闘力の消耗を防止すること

がまことに霊大なことなのでゐります。

災害を防止するには、その災害の種類によって

それぞれ手段がちがって来ます。中には如何に大

規模な土木工事を起しでも防ぎきれぬものもゐり

ます。叉一面には、ちょっとしに準備や注意で防

ぐことができる場合も少〈ゐりません。私の一 知

人は昭和 9 年の関商風水害のとき大限の築港近〈

に住んでいましTこが気象通報をき〉、又自分の持

舟のバロメーグーがぜんぜん下るのを見て高潮が

必十来ると考え、家財道具は勿論のことに〉みふ

すまにい? こるまで一切を二階に上げてしまっ? この

で、階下の天井まで7Kにつかっても損害は下駄一

つf " : げにつにと申して居 りましに。このことは出

水や高潮の危険の多い土地では、法を以って住宅

はすべて二階建とすべしと定める方がよいことを

暗示します。

一方地震のことを考えますとこの程の低地は地

大

ノ宅J、

' 口; 東 千

盤軟弱の Tこめ、土地の国有援動の週期が 0. 6 秒〈

らいの比較的長い場合が多〈、地震のときに 0. 6秒

〈らいの振動が特iこ大き 〈出ます 。木造の建物で

すと二階建が古〈なると、これと同じ〈らいの週

期の振動に共鳴するようになりますので地震のと

きの倒潰率が高〈なります。それでは出水と地震

の南方 tこ張い家を建てるには、固有振動の週期が

短い二階屋を遁らねばならぬといふことじなりま

す。鎖窃コンクリ戸ト建てなら申し分ないが経費

がかさみます。木造ではぜうしてもいかぬかとい

うと、必すしも方法がないわげではな t 、? ことえ

ば斜材を多〈用いれば、二階建て Y も国有援動を

0. 5 秒以下にするのは左して難事ではないと考え

られます。従ってこれを法の中 iこ取り入れ〉ば、

7Kと地震の雨者に強い家が次キと建って行〈と思

うのです。もっとも土地の週期と建築物の週期の

関係については、在来の研究が少ないことですか

ら防災科撃として、もっともっと研究をつまねば

なりませんが。

7与が出? ことき、平家の場合には軒より上に水が

来れば倒れるといわれています。しかし二階建

てではま f 倒れません。 7Kに封する倒潰率は、 f

家の方が二階より大きいのです。従って二階建に

是非せねばならぬと思うのですが、その数量的な

倒潰の限界は、今日まで確? こる研究がない。こん

なところにも防災の科感的研究が落ちています。
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る日本としては一番貧施しやす〈、且つ将来性の風に費してはざうであろうか。もちろん平家の

大きいやり方? ごと思っています。なお技術的な商

の改良のf ごめには、是非とも防災科書喜の研究を捉

方が強いのですが、斜材を充分につかっ? こ二階建

は、かなりの風速まで持っと恩われます。関西風

水害のときでも普通の家は二階建でも大し? こ被害 進することも、同じ〈念務であると主張しTこいの

であ b ます。はありませんでしに。建築構造と耐風の限度、こ

防災という面からの都市再建には、ま? ご申述べういつにことも、蓑礎的な夜慣が足 b ないように

? こいことも少〈ありませんが、本稿では主として思います。

木議建築に関聯することのみ述べましf こ。幅弁の地震のとき同じような家が隣り合ってい

王重博〉〈筆者大阪管直然象台長て、、一軒はつぶれ一軒は無事であるというような

例が少〈ありませんでしに。倒れ? こ方の家の建築

ニューヨークの高居建物
上の弱点がさ' こにあっfこか、これは到定のむす・か

= ユ F ヨーク市が建築物の高さに付きて司自j 阪を加へぎ

しいことですが、素人目にもすぐわかることは、

F しは行政上の大失敗であった。その結果として驚〈ペ

垂高居の建物績h として出現し. 街路の混難愈h 醤し〈

迭に己むな〈豆電買の費用を裂するを顧みずして鍔 7 衡を

南方に延長して新道路を開設し. 且ヲグア P ツタ街の繍

土台と木組み iこ見えていましに。地震のとき主主石

が動〈ように家も土台の上を動きます。小さい石

を点キと地上に置いてその上に柱を主主て〉遭っ? こ

家は、桂が基礎石から脱落してすぐ倒潰していま

す。基礎石に大きな 2f tこい石をつかっ? こ家では、

( 渡話量紋議「都市政策」ょ1 ) )

ｾを行った。

天井、間仕切、内壁其他各種

ノ 建 築 材 ト シ ア 定 評 ノ ア ル

旭 日 印 耐 火 ボ ー ド Cプ ラ ス

ターボード)

( 耐火・耐震・施行容易)

大阪耐火ボード株式含枇

大阪市東淀川直元今里北通五ノ二四

電話事崎 ( 37 ' ) 一一四四番

コ ン

クリートの基礎の上に、木造音sをボルト止めして

桂が石の上を移動していても無きするでしに。

ゑf ドば一番安全でしょう。又木組で一番手目につ〈

のは、柱がほぞ穴の? こめ弱〈なり、そこから折れ

ているものが多いこと〉、ほぞ穴が漉〈て地震と

ともにはちが股落し? こものが多かつにことです。

これ等の点で些細の注意を加えるならば、稲井

市の倒潰家屋は牟減し? こでゐろうと思、うときこれ

も法にとり入れて、今後の建築を改良することが

将来の災害防止に如何に重要かということがわか
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b ませう。

以上ほんの僅かの例に過ぎませんが、私の主張

するところは、日本は今ゐらゆる建築が再建され

っ、ある大切なときてから、この際建築法の中の

防災に闘する技術的措置を再検討し、これを強力

に責施して災害国日本の将来を、少しでも災害の

少い方 lこ持ってい〈ことが主計J下の念務であるとい

これは大土木工事なざ iこ〈らべると

消極的な防災ということ i二なるが、貧乏をしてい

34 

うことです。



家との距際の開係- f . よさ' を僚件として緩和され

く園のカス P部分〉る。

臨時防火建築規則施行さる

4. 上記三軍域以外の直域・・・・・・特に公衆を容れま

は 失 火 の 恐 れ の 多 い 用 症 の 建 物 を 除 き 、 一

臨時防火建築規則というのが昭和23年 11月 1 日

般の建物には別に防火上の規則が加えられな

よ b施行されることになり、現在ゆるせる範圏の

奮材で都市防火に手を打とうという事になっ? こ。

L、。

もともと、大都市には周知の様に防火地区とい

う地l i l [ が指定せられておって、その地直内

の建物は、地直の甲乙の種別に従って夫々

市街地建築物法による耐火構造や準耐火構

謹としなりればならないことになってお・る

が、復興の念速を要やるところから生十る

資材難の? こめ t二、事責上は有名無貨の欽態
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せられる後から火災による消耗が追っかり

て来るという心細い紋態この健ではこの先

さ' うなるかと寒心に堪えないものがあり、

この度の規則によってさ' うやら或程度の安

心ができることになる。併し、之は飽〈迄

臨時的措置であって、之が高度の都市防火

では勿論ない。まして所謂都市不燃化はこ

れからの問題である。

臨時防火建築規則は大限市では、市域を

別置の様な四つの直域 t二分ち、夫キの程度

=ヲ癌i 冨q 拘
の防火構遣を規定する。即ち
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1 . 甲種防火地区… … 規則第四僚により従来週り

の甲種防火地直として放われ、この地直内で

は50坪以内の附属家の他は主要な壁体、床、

遺言

屋根、桂及び階段を耐火t' W迭にしなげれば許

く囲のハッチの部分〉されない。

2. 緩和直敏… … 規則第六僚により木造は外壁及

大 阪 市 浪 温 区 賑 槍 缶 詰 角

び軒裏を防火構造としなげればならない。

く園の巣の部分〉

曜 論

E ヨ
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ラ 商

Ｑｾ 長科遁 ｩ 缶

タ 力

代 表 取 締 法

株式含社

3. 撃防火区域… … 規則第六依によ b

設和直域に於げる構造を更に敷地の猷況や隣
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記、

1948年が終に暮れよう としている。ひるがえれば、今年は又何と起伏の多い年七つfこニと

てろう。何しろこの頃の事件ときにら、金〈意表外、東商古今iこ稀な b といつに種類のもの

が多いのに篤〈。誠みに指を屈すれば、先づ帝銀事件てが、恐ら〈これは犯罪史上にー頁を

加えるものであらう。而も一旦自由しにと言われに犯人が法庭で完全に之を否定するとし、つ

に例は先づ珍らしかろうではないか。そうかと想、う k 、総理大臣を始め敏人に及ぶ大臣扱が

頭をmえて検束されるなんての色、世界にまことに恥づかレい話題を提供し? こものに。まし

て、大臣が議舎のさ中、議事堂の中市酒によいしれ、悪ふぎりをして、その椅子lこ投げ出す

という iこ至つては珍聞奇聞に類する方で、之はなしろ世界に、〈すぐっ7こい笑いを扱い? こで

あろう。

叉、我々科翠技繍に関係の深い事件としてはヂフテザヤ猿防注射事件あり、これは事件の

直接の結果もさることながら、 7象防密接や製薬の技術に婆せする不安という将衆への影響の方

がよ b重 大1: 。更に身近な問題に土建業者の献金事件があり、官ーから土建具はロP¥1 ば必する挨

が出ると患、いならされて居り、終鞍後の不正不徳がむしろ堂 h 潤歩し? こ此頃のこととて、 >>IJ

4こ取り? こで〉叫ぶ擦もない様で心外であるが、飽〈迄自室自戒、単に機構ばかりの民主化で

な〈、資質に於て公正明朗な業界に刷新されねばなるまい。

倫叉今年は、之等の社命的な事件に呼感するが如〈、天災も亦甚? ゴ頻繁であっ? こ。特に繭

チlニ石川の烈震は 、ぞれが突 如 として起 b而も震源地という異例を示し、従つで被13存も亦制期

的なものがあ b 、都市の耐震耐火は今日の復興の念: 迫せる問題となっTこし、例の大和百貨庖

の被害は建築技術の将来に珍重な資料を提供しにと言えよう。

か〈て、私がこの後記を害〈直前に於て、平和閣家再建への礎として世界注視の七戦犯者

の絞首刑、綾いて内閣不信任案の可決に興策が大喝釆をするという珍現象を呈し fこ議曾の解

散、これで漸〈今年のピリヨツドが打? これることになっ? こ。

しかし、こ の様な設多の事件の底に流れ る世情の波は、常iこ悪インフレと道義額援との渦

が各きそれに l崎ぎ、悶え、七事事八倒する大乗の坤きカリ I1日烏' りとなって響き績りるのTご。

前置が甚1: 長〈なっTこが、扱、本誌あ復活以来次第に順調で、這々内容も整えられつ〉ゐ

り、本読では7象報通 b大限の復興lこ開する記事を特集として、希望多き 1949年の新春に脂る。

御覧の通り、都市復興の計重権賞者の報告、と、大阪に於りる 多方面の代表的な人身の復興にま設

する批剣を寄せて貰つての新企裳1J である。今後の復興の方向に{ I i J 等かの羅針となり、指控と

なることーを期守寺する。

〈昭和23年 12月20 日編集委員記〉

編 集 部 だ よ り

昨年 8 競にて各種投稿御願しましに庭、今日迄

二、三会員の有志より寄稿を頂きましに事を誌上

よb厚〈御髄設します。今後共各方面に豆つての

調寄稿を御願すると共 i二位の合員各位におかれて

も之は雑誌にのせればよいものにとか叉掲載して

一般に知らしめ仁いと患、ふような事、又新し〈建

つに建築物の御紹介を怠鼻、園面、感想文と共に

御寄稿賜れば幸甚に存じます。

奮って御投稿下さる旗重ねて御願致します，

〈編集子〉

3 6  

建 築 さ 紅 奮

第 3 0 韓 第。 1

宮置償1官事金40鋼〈皇室料共?
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行 所

大 阪 市 北 直 中 之 島3 ノ日朝日ピル
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唱芭話 Ut 漬 ③ 1334 - ! l 寄

扱 答 口 座 大 阪 3 !l!l 7 o容

大 阪 市 東 軍 北 潰 三 丁 目 七

刷 人 見 島 . 明

大 阪 市 東 軍 北 潰 三 丁 目 七

刷 所 見 島 印 刷l 株 式 合 社



-

第

三

O

集

第

一

号

掲

載

広

告

一

覧

(

掲

載

順

)

日

東

工

務

応

あ

め

り

か

屋

長

田

土

建

興

業

浪

花

組

横

田

工

務

庄

小

坂

井

組

長

谷

川

組

大

室

組

吉

原

組

太

平

建

築

相

談

所

岡

組

飯

田

組

尾

崎

工

務

唐

伊

藤

工

務

底

天

野

建

設

伊

住

土

木

和

田

組

H

h

u

v

v

a

日

比

J
n
H

m

f

-車

丹

治

雄

設

丹

羽

組

増

成

土

木

建

築

日

本

理

化

土

木

柄

谷

工

務

底

朝

日

建

設

中

村

組

大

阪

電

気

商

会

山

岡

内

燃

機

片

岡

鋼

管

浅

沼

組

朝

日

土

木

新

工

務

所

安

藤

組

池

田

建

設

大

林

組

奥

村

組

鹿

島

建

設

勝

品

組

木

村

建

設

熊

谷

組

鴻

池

組

佐

藤

工

業

三

雄

工

業

清

水

挫

設

印

藤

建

設

銭

高

組

大

成

建

設

大

日

本

土

木

竹

中

工

務

庖

長

建

設

戸

田

組

西

松

建

設

問

組

橋

本

組

藤

木

工

務

庄

藤

田

組

松

村

組

太

平

挫

設

安

井

挫

設

国

光

復

建

大

阪

建

設

水

野

組

阪

急

室

内

装

飾

丸

藤

二

和

産

業

関

西

挫

材

商

会

日

来

襲

泉

工

業

所

昭

和

撃

泉

プ

ラ

オ

ン

盤

井

水

道

石

川

克

三

建

築

事

務

所

池

上

建

築

事

務

所

八

木

工

務

底

南

海

土

木

建

築

望

月

組

大

阪

山

本

組

大

阪

暖

房

商

会

田

辺

工

業

共

立

電

気

工

事

旭

電

業

三

機

工

業

安

田

工

業

三

沢

商

会

白

田

山

工

業

山

田

工

業

新

高

砂

商

会

朝

日

工

業

社

桐

田

商

会

西

原

街

生

工

業

所

斎

藤

久

孝

清

水

工

業

所

内

外

通

商

三

晃

商

会

今

西

商

会

栄

興

商

会

大

洋

工

業

模

山

工

業

大

阪

城

口

研

究

所

大

和

工

業

建

材

社

大

阪

パ

ッ

キ

ン

グ

製

造

所

内

外

ア

ス

ベ

ス

ト



マ

ル

エ

ス

工

業

所

関

城

化

学

工

業

所

鼎

直

一

商

店

大

一

低

温

工

業

所

報

国

工

業

コ

マ

ツ

建

材

社

利

倉

幸

商

庖

ラ

イ

ト

ラ

パ

l

興

業

井

田

商

底

美

葉

工

業

所

土

建

材

工

協

会

東

控

商

会

中

川

ラ

ス

製

作

所

室

谷

商

応

富

士

輸

送

機

工

業

オ

リ

エ

ン

タ

ル

メ

タ

ル

製

造

大

阪

建

材

工

業

大

阪

サ

ッ

シ

ユ

製

造

所

東

洋

建

鉄

鈴

木

シ

ヤ

タ

ア

工

業

大

谷

金

庫

工

業

社

福

島

商

事

日

本

ラ

ス

工

業

三

高

製

作

所

満

点

製

作

所

東

和

商

工

美

和

産

業

村

田

硝

子

庖

辰

己

士

口

商

庖

炎

陶

@

タ

イ

ル

営

業

所

平

田

タ

イ

ル

木

村

建

材

社

吉

田

芳

峨

商

庖

栄

タ

イ

ル

藤

本

タ

イ

ル

三

幸

商

会

林

塗

装

出

田

中

組

樫

野

石

灰

工

業

和

泉

石

灰

建

材

灰

政

商

庖

新

興

建

材

工

業

所

木

下

謹

三

商

底

日

本

ス

レ

ー

ト

来

洋

建

築

板

興

亜

建

材

工

業

所

神

治

屋

木

版

田

中

屋

本

脂

吉

川

建

材

応

ナ

ニ

ワ

瓦

旭

化

工

板

製

造

瓦

会

社

井

上

浄

夫

商

底

大

阪

ス

レ

ー

ト

工

業

三

芸

社

亀

井

二

葉

屋

く

ろ

ふ

ね

工

芸

社

浪

花

工

房

毛

利

商

応

湊

町

木

材

天

王

寺

木

工

田

中

喜

蔵

商

庖

佐

賀

産

業

勢

山

竹

材

庖

積

田

竹

材

底

太

洋

木

材

工

業

中

央

写

真

工

業

大

阪

新

興

商

会

堂

島

青

写

其

工

業

所

大

阪

植

木

関

西

植

木

矢

橋

大

理

石

商

庖

来

工

社

大

和

商

会

日

建

興

業

日

新

工

業

大

阪

田

島

応

用

化

工

久

保

商

唐

協

和

建

材

共

栄

工

業

児

島

印

制

日

新

建

材

岩

元

工

業

西

林

石

材

工

業

ベ

ニ

ヤ

商

会

東

洋

陶

器

東

洋

瓦

産

業

奥

村

重

兵

衛

商

庖

河

津

装

飾

山

本

窯

業

竹

林

塗

装

工

業

玉

置

孝

太

郎

商

庖

や

よ

い

ス

レ

ー

ト

浅

海

電

気

産

業

大

阪

城

口

研

究

所

日

厄

一
本

社

日

本

鉄

鋼

興

業

大

阪

窯

業

セ

メ

ン

ト


